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こうべ動物共生センターとは？
— Kobe Center for Human-Animal Interaction — 

こうべ動物共生センターは、動物関係の公的機関で初めて「共生」と名付けられ

た、保護動物の譲渡と教育・啓発を行うことを目的とした施設です。

神戸市は、平成29年4月に日本で初めて、人と猫が共生する社会の実現を目指す

「神戸市人と猫との共生に関する条例」を施行しました。これは、阪神・淡路大震

災の際、神戸市で行われた歴史的な動物救援事業からの長い取り組みのひとつの成

果でもありました。また、当センターがある「しあわせの村」は30年以上前から

ノーマライゼーションに取り組み、すべての人が健康で文化的な活動に参加できる

ように整備されたSDGs視点を持ったソーシャルインクルージョン（社会的包摂）

を目指す複合施設です。

「共生」という言葉には、「人と動物、お互いの関係を大切にし、一緒に暮らし

ていこう」という思いが込められています。当センターでは、その影響を科学的に

解明し、人と動物の幸せな暮らしを支える関係者を繋ぎ、市民ひとりひとりに寄り

添う課題解決を目指します。

愛護から共生へ…人と動物の幸せな共生を通じて、「人も動物もずっと一緒に幸

せに暮らせるあたたかな神戸市」を実現していきます。

専用ウェブサイトにおいては、阪神淡路大震災の被災動物救援事業記録集である「大震災の被

災動物を救うために 兵庫県南部地震動物救援本部活動の記録」を、上記のバナーリンクより読ん

でいただけるようにしており、神戸市の「人と動物の共生」の根底にある事業を引き継いでいけ

るよう発信を行っている。

①本事業の全体コンセプト
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①本事業の全体コンセプト
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【「IAHAIO白書」全ての事業をIAHAIO白書に沿って実施】
動物とのふれあいを実施するにあたっては、活動に参加する動物にはなるべくストレ

スがかからないように配慮し、当法人がIAHAIO*の正会員であることから「IAHAIO白

書」（IAHAIO White Paper）に沿って行っている。

*IAHAIO=International Association of Human-Animal Interaction Organizations

人と動物との相互作用の正しい理解を促進させるために各国で活動している学会、協会等

の国際的な連合体として、米国のDelta Society（現PetPartners）、フランスのafirac、イギ

リスのSCASが中心となって1992年に設立。人と動物の相互作用の分野を進歩させるため、

国際的な指導力を提供することを使命としている。

《IAHAIO白書》

IAHAIO動物介在介入の定義とAAIに係る動物の福祉のガイドライン

IAHAIO白書では、『動物介在介入 Animal Assisted Interventions（AAI）とは、動物

を意図的に取り入れまたは編入された人の治療効果のための目標設定がされて構成され

ている健康、教育、人的サービス（例：社会福祉事業）への介入である。関係する人や

動物に関する知識を持っている人が関与している。動物介在介入は、動物介在療法

（AAT）や動物介在教育（AAE）、動物介在活動（AAA）等正規の人的サービスに、人と

動物のチームを組み込んでいる。さらに動物介在指導（AAC）もこれに含まれる。これ

らの介入は学際的アプローチによって開発、実施されなければならない。』と定義され

ている。

AAIに参加している人と動物の福祉を守るために、人の福祉、動物の福祉についてそれ

ぞれガイドラインが定められている。

人の福祉（抜粋）

・クライアントの安全対策がなければならない。専門家はAAIに関わっているクライアン

トのリスクを軽減しなければならない。クライアントに動物種や品種のアレルギーがな

いことを確認し、人によってはリスクが高いことやリスクの種類（例：免疫抑制された

患者の感染、動物を通じて人から人に感染する疾患等）による除外の基準の認識を持っ

ていなければならない。

・動物のハンドラーは、関係している受益者に必要なケアを理解しなければならない。

AAIにおいて人に応じて起きる状況についてもトレーニングを受けている方がよい。

動物の福祉（抜粋）

・適切な性質をもち適切なトレーニングを受けた動物のみがAAIに選ばれるべきである。

・動物と活動するハンドラー及び専門家は、動物の不快感やストレスのサインを読み取る

ことも含め、福祉を確保するための動物のニーズについて学び、トレーニングを受けて

いなければならない。

・介入中の動物の福祉に責任がある専門家は、活動中そして終了後も、動物が健康で、適

切に休め、快適で、世話を受けられることを保証しなければならない（例：水の提供、

動物に安全で適切な床材）。動物に過剰な作業を要求してはならないので、活動時間は

制限しなければならない（30～45分間）。

・適切な獣医学的なケアを提供しなければならない。AAIまたはAAAに参加する動物は、

選定の過程において、また定期的にも獣医師による検査を受けなければならない。

・人と動物の共通感染症を防ぐため、適切な手段をとらなければならない。専門家は動物

に最低年一回は獣医師免許保持者による適切なワクチンの接種、寄生虫の予防を受けさ

せなければならない。

①本事業の全体コンセプト
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②センターの管理・運営に関する業務  

【令和5年度開業日数・来場者数等】 
《開業日数》310日 《開所時間》10:00～17:00 《休館日》火曜日・年末年始の閉庁日

《総来場者数》17,124名 《ウェブサイト総閲覧数》107,835
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【電話対応・来所者対応・メール対応】 

②センターの管理・運営に関する業務  
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電話 来所
(しつけ以外）

メール
相談
件数

問合せ
件数

令和5年 4月 26 1 4 10 21

5月 24 6 6 18 18

6月 32 3 5 12 28

7月 32 1 6 6 33

8月 33 0 6 14 25

9月 37 1 2 7 33

10月 40 1 2 10 33

11月 23 1 3 9 18

12月 35 0 0 10 25

令和6年 1月 23 1 1 3 22

2月 31 1 1 13 20

3月 36 1 6 17 2

合 計 372 17 42 129 278



令和5年4月～令和6年3月までの電話･来所･メールによる相談･問合せ内容

②センターの管理・運営に関する業務  
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◎飼い犬に関する相談

・後期高齢者の方より、夫が亡くなり高齢のシュナウザーを飼っているが、一人で世話

は難しくなってきたので、飼ってもらえる人に譲渡してほしい。

・未去勢のオスを飼っているが、その後飼ったメス犬に咬みつきにいき、それを止めよ

うとした自分たちも咬まれる。どうしたら良いか。

・入院された方の家に犬がいる。預かってもらうか実家まで犬を運んでもらえないか。

◎飼い猫に関する相談

・自分の家で飼っている猫を引取ってもらいたい。

・母が猫を2匹飼っているが、認知症で施設に入所することになった。自分が猫の面倒を

見ようと思っているが、移動の手段がない、どうしたら良いか。

◎野良猫に関する相談

・庭に猫が子どもを生んでいる。引き取りしていないか。

・地域猫の世話をしているが餌代も上がりやれなくなっている。そちらで世話をして貰

えるか。もしくは自分に何かあった場合には面倒みてもらえるか。

・子猫を2匹保護した。病院が休みのためどうしたら良いか。

◎譲渡に関する相談

・子猫はいるか。

・白猫がほしい。

・HPに譲渡会とあるが、子犬もいるか。

・こころが気になって電話した、譲渡の流れを聞きたい。

◎その他の相談

・子どもがコンビニの駐車場で狸の子どもを拾って帰ってきてしまった。どうしたら良

いか。

・道ばたでカラスが飛べなくなってうずくまっている。どうしたら良いか。

・中央区で犬が迷子とチラシが入っていた。鈴蘭台で目撃情報があったと書いていたが、

ここで獣医さんが散歩させている犬に似ているが、その犬ではないか。

・西区竹の台で民家の庭にあまりにも痩せ細って骨と皮だけのゴールデンレトリバーが

いる。かわいそうなので保護して貰えないか。

飼い犬、飼い猫の相談では、高齢や病気による飼い主の死亡、入院、施設への入
所のための引取り相談が過半数を占める。また、季節的なことで言うと野良猫が
子猫を産んでいるので引き取って貰いたいという相談も多い。猫に関しては圧倒
的に野良猫の相談が多く、相談を受けても共生センターではどうにも対処できな
いということも多々ある。市民ひとりひとりの課題解決のためには、それに応じ
たフォローが必要であるため、適切な窓口に繋ぐなど、電話での相談対応につい
ても相談内容を丁寧にお伺いすることで、問題解決の糸口となるよう真摯に対応
したい。



《見学・視察対応》

施設や事業の見学・視察依頼が多くあり、所管の環境衛生課と共に対応にあたった。

休館日である火曜日のKnotsスタッフ不在時の対応や、神戸市ご関係者への施設案内・

事業説明等は、環境衛生課での対応をお願いした。

・4月22日（土）一般社団法人ネコノタメナラ代表理事大津様来訪

・4月26日（水）神戸市健康局保健所保健課荻野部長、食品衛生課為国課長、冨田係長来訪

・4月30日（日）ガールスカウト見学

・5月11日（木）神港橘高校 課題研究見学（財田様）

・5月26日（金）セラピー研究フィールドアドバイザー土居裕和先生来訪

動物管理センタートライやるウィーク学生来訪

あかし動物センターより2名来訪

・7月27日（木）北海道紋別市より市議会議員3名来訪

・7月28日（金）葺合高校生(マツイ様）職員へインタビュー来訪

・8月  5日（土）三木東高校生 職員へインタビュー来訪

・8月  6日（日）千葉県より高校生来訪

・11月9日（木）兵庫県弁護士会様来訪

・12月1日（金）公益財団法人福岡県動物愛護センター 業務課長佐野様来訪

【令和6年】

・1月10日（水）長崎市議会議員様来訪

・1月28日（日）鹿児島県動物愛護センター様来訪

・1月31日（水）共同通信社神戸支局白石記者来訪

・2月19日（月）仙台市動物愛護センター職員様視察

・3月15日（金）関西国際学園中等部来訪

②センターの管理・運営に関する業務  

ガールスカウト様 見学の様子
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②センターの管理・運営に関する業務  

《取材対応》

各メディアの取材依頼に対して、所管

の環境衛生課、譲渡動物の飼養管理を受

託されている公益社団法人神戸市獣医師

会の皆様と共に対応にあたった。

令和5年 9月24日    (日） サンテレビ

令和6年 1月21日    (日） サンテレビ

NHK総合

 1月31日  （水） 共同通信社

3月7日    （木） 神戸新聞

3月20日（水・祝）共同通信社

＜取材の様子＞

＜専用ウェブサイトで取材情報を配信＞

令和6年1月21日 NHK令和6年1月21日 サンテレビ
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【ふれあい室の開放】 

各種プログラム等の事業で使用しないときは、一般市民に向けて開放している。室内

での食事は出来ないが水分補給については可能として自由に利用できるようにしている

が実利用されていないため、随時、絵本を補充し、事務室に来られた方や犬猫の見学に

来られた方に利用の案内を行った。来年度については市民参加型の常設展示を行う等、

来所してもらえる工夫を考えている。

防災わんにゃんフェスタで展示した資料
については常時展示し、市民への啓発に
活用した。

②センターの管理・運営に関する業務  

ふれあい室の開放中がわかるように、入
口に「開放中」と掲示し、利用を呼びか
けている。
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主に、動物関連の絵本や小説などが並べられて
いる。誰でも自由に読むことが出来る。



【専用ウェブサイト】 

共生センターの事業については、資料・報告を専用ウェブサイト上で提供し、来所

できない市民への利便を図り、国内外への情報発信を行っている。

サイト内では、「こうべ動物共生センター」の事業運営に関するコンセプトの下に、

譲渡動物の紹介や教育・啓発・研究に関する教室やプログラムの告知と報告を行って

いる。

②センターの管理・運営に関する業務  

こうべ動物共生センター ウェブサイト https://kobe-chai.jp

《こうべ動物共生センターとは》

• こうべ動物共生センターとは？

• セラピー研究フィールドアドバイザー

• 適正飼養アドバイザー会議

• IAHAIOについて

• 事業報告

《一緒に暮らそう》

• わんちゃんの紹介

• ねこちゃんの紹介

《一緒に学ぼう！》

• 和犬教室

• 老犬との暮らし方教室

• 教室実施報告

• 人と動物の共生の歴史

• 5 Freedomsとは？

【サイトの構成】

《一緒に学ぼう! For Kids》

• 獣医師体験プログラム

• 犬とともだちになろう

• いきものといっしょ

• 「いのちの教育」プログラム

• VRで体験！犬猫とのくらし

• 実施報告

《お困りごと》

• 来所による相談／子犬のしつけ方相談会

• 獣医師による電話相談（健康相談／問題行動相談）

《参加してみよう!》

• お散歩診断

• 楽しくしつけを学ぼう～ドッグスポーツにチャレンジ！

• 教えて！介助犬

• 実施報告

《アニマルセラピー》

• わんちゃん読書会（R.E.A.D.プログラム）

• わんちゃんお出かけセラピー

• 研究報告
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②センターの管理・運営に関する業務  

令和3年10月の正式オープンより、情報発信において「こうべ動物共生センター」専

用ウェブサイトは大きな役割を果たしており、神戸市内、市外に共生センターの存在意

義と事業内容の認知が進んでいる。

令和5年度、年間アクセス数は107,835（1日平均約300）。

ウェブサイト上には、《こうべ動物共生センターとは（市民への教育・啓発）》《一

緒に暮らそう（譲渡動物の紹介）》《一緒に学ぼう！（大人・子どもが参加できるプロ

グラム）》《お困りごと（市民の相談窓口）》《参加してみよう！（市民参加プログラ

ム）》などワンストップサービスの窓口としての機能が掲載されている。

各事業の実施報告では、実施の様子や相談事例などをわかりやすく掲載している。

このように、専用ウェブサイトはセンターに足を運ぶことができない市民との重要な

コミュニケーションツールとなっており、オンラインでの予約制度や情報発信は、行政

と市民とをつなぐ「“つなぐ”場」「市民交流の場」への有用な役割を担っている。

【トップページ（部分）】
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②センターの管理・運営に関する業務  

【プログラムレポート】
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実施した事業の報告は「プログラムレポート」として、実施後速やかにレポートを作

成し、環境衛生課の確認後、専用ウェブサイトに掲載している。トップページでは、常

に最新のプログラムレポートにアクセスでき、各事業のページにおいても、事業ごとに

レポートを確認できるようにしたり、過去の実施報告についても、専用ウェブサイト内

の複数のページからアクセスしやすいように工夫している。

各事業のプログラムレポートを市民に見ていただくことは、それぞれの事業内容につ

いて知っていただく機会となり、参加申込にもつながっているだけでなく、参加された

方がレポートを楽しみに見てくださっているというお声掛けをいただくこともある。

このように、事業の成果を市民にフィードバックすることで、市民ひとりひとりの課題

解決につなげ、市民とのコミュニケーションの手段としても重要な役割を果たしている。

来所できない市民に対する利便を図
り、開館時間内外を問わず各種プロ
グラムの参加申込や問い合わせ
フォームによる相談受付が可能と
なっている。
事業の参加希望者が開催日程を確認
できるだけでなく、実施内容のレ
ポートの掲載を楽しみにしておられ
る方も多く、何ヶ月先の開催を楽し
みにしているという声を数多く耳に
する。

また、事業の参加者だけでなく、講
師や協力ボランティアなどプログラ
ム提供側も事業の実施レポートを楽
しみにして下さっており、参加者と
実施者が相互に共通の情報を享受で
きる場を提供している。
市民に有益で正確な情報を一早くお
届けできるよう、引き続き尽力して
いきたい。



毎月2回、しつけや困りごとの相談に対して専門家による来所相談を受けている。

個人情報に配慮しつつ、来所相談の様子なども発信することで市民がサイトを通

して同様の事例を学ぶことができる。また、来所相談日がわかるように、事務室

前など複数の箇所に来所相談の案内を掲示している。

通常の来所相談に加え、4ヶ月齢までの子犬の「社会化期」の様々な経験が今後の

成長に大きく影響してくることを鑑み、今年度も「子犬のしつけ方相談会」を昨

年度に引き続いて実施した。日常的に「子犬を飼い始めたがしつけ方がわからな

い」「トイレトレーニングができない」という相談も入るため、令和6年度は回数

を増やして子犬のしつけ方に関する相談会を実施する。各地域でも同じプログラ

ムが受講できるよう、将来的な《こうべ動物共生プラットフォーム》の構築を目

指し、プラットフォームに参加する事業者対象の研修として「パピー教室」を開

催する準備を進めていきたい。

【来所相談の事例報告】

②センターの管理・運営に関する業務  
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その他、「教育・啓発・研究」の教室・プログラムの実施報告は、本
報告書のP.24～89を参照。
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【譲渡動物紹介】

譲渡犬・猫の紹介
ページにおいては、
譲渡動物の飼養管
理を受託している
（公社）神戸市獣
医師会のスタッフ
と情報交換を行い
つつ、種別、年齢、
体重といった基本
情報のほか、性格
についても記載し
ている。
また、譲渡動物の
状況についても、
日常の様子がわか
る動画をアップす
るなど、個体の特
徴や情報がより伝
わるように工夫を
しながらのPRに尽
力している。
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【《一緒に学ぼう！》人と動物の共生の歴史のページ】

清水 智樹先生（京都大学高等研究

院 ヒト生物学高等研究拠点（WPI-

ASHBi）特定講師・博士（文学））

による、人と動物の共生の歴史「支

配から共生へ～動物園をめぐる人と

動物の交流史」や、国際的な動物福

祉の指針である「5 Freedomsと

は？」を紹介し、「人と動物の共

生」について広く市民が考えること

ができる内容を紹介している。
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今後も、国内外の専門家の知見を含めた情報やレポートなどを掲載し、市民ひと
りひとりが「人と動物の共生」について考える機会を提供し、共生センターの事
業への参加や共生への意識向上のきっかけを与えていきたい。



譲渡事業については、譲渡動物の飼養管理（公益社団法人神戸市獣医師会受託）を除

く業務のうち、以下の業務を行った。

受付事務の対応において、希望者の方々へわかりやすい説明を心がけた。申請に関す

る書類は全てウェブサイトからもダウンロードできるように対応しており、申請書類の

郵送希望の方に対しては郵送対応するなど、譲渡希望者の利便を図っている。

・譲渡申請書類受付（センター窓口、メール、郵送、FAXによる対応）

犬猫の譲渡申請希望者に対し、譲渡までの流れと申請書の書き方、添付書類（誓約

書・管理規約）の有無、確認シート記入等について説明を行い、記入した書類の確認

後、受付印押印し（公社）神戸市獣医師会に引き継ぎ、神戸市動物管理センターに提

出した。

・譲渡見学会受付（センター窓口、電話、メールによる対応）

犬猫の譲渡申請希望者に対し、犬猫の見学会参加希望日を聞き取り、予約を受け付け

た。参加日当日は窓口にて案内業務を行った。譲渡申請希望のない市民に対しても、

見学希望があった場合、犬猫譲渡制度について説明を行い、確認シートの記入を行っ

た後、譲渡見学会について案内した。今年度は、5月、6月、3月に午後の時間帯のみ、

神戸市動物管理センターでの見学が実施され、共生センターでの見学同様、予約受付

を行った。

・譲渡前講習会受付（センター窓口、電話、メールによる対応）

犬猫の譲渡申請書類を提出後に神戸市の審査を終え、譲渡可否決定通知書の届いた市

民からの講習会受講希望日時を聞き取り予約を受け付けた。参加日当日は会場である

ふれあい室のテーブルセッティングやモニターの準備なども行い、案内業務にもあ

たった。

・お試し飼育、正式譲渡等の日程調整受付

譲渡前講習会終了後、譲渡希望者に対してはお試し飼育開始日の相談、正式譲渡希望

者には正式譲渡の日程について希望日時を聞き取り、譲渡動物の飼育管理を行ってい

る（公社）神戸市獣医師会と日程調整を行うなどの受付業務を行った。お試し飼育期

間の延長等の希望があった場合には希望をお聞きし、（公社）神戸市獣医師会とその

都度対応を行った。

【犬猫譲渡制度等の補助】 

②センターの管理・運営に関する業務  
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・広報補助

譲渡制度の周知についても専用ウェブサイトは重要な役割を担っており、譲渡制度や

譲渡動物の情報を掲載するだけでなく、譲渡動物の情報の更新などもまめに行った。

また、神戸市で管理するInstagram、デジタルサイネージに掲載する譲渡動物の写真等

の情報提供を行った。デジタルサイネージについては、専用ウェブサイトに掲載され

ている譲渡動物の情報や参加可能な事業に関するチラシ画像、神戸市人と猫との共生

推進協議会のPR動画等を盛り込んだ内容を掲示しており、デジタルサイネージの仕様

に合わせたデータ作成も行っている。さらに、人通りが多い事務室前に譲渡動物の写

真を掲示、譲渡動物情報のチラシの作成、しあわせの村本館や温泉健康センターにも

チラシを置いてもらうなど、より市民に譲渡情報が行き届くように対応している。時

間外や休館日も情報を確認できるようにし、多くの来場者に見ていただけるよう工夫

している。

【犬猫譲渡制度等の補助】 

②センターの管理・運営に関する業務  

サイネージの譲渡動物情報 事務室前の譲渡動物情報
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譲渡動物一覧

今年度より、毎月1回月初に

神戸市動物管理センターか

ら（公社）神戸市獣医師会

事務局に最新の譲渡動物一

覧を送付し、会員病院での

掲示等を行うことになった。

最新のデータを当法人職員

が作成している。



【業務従事者関係】 

《人員配置》

常勤スタッフ2名、非常勤スタッフ3名で人員配置を行った。平日は2名体制とし、会議

日や各事業実施日においては必要に応じて増員し、業務時間内に欠員が生じないように

した。また、各事業実施日においては、当法人のボランティア登録制度を活用し、ボラ

ンティアの方々にも「わんちゃん読書会（R.E.A.D.プログラム）」「犬とともだちにな

ろう」等の事業運営にご協力いただいた。

超短時間雇用については、就労継続支援（B型）事業所の継続利用が可能であることか

ら、当法人の障害者自立支援事業の連携先であるNPO法人おーけすとら・ぴっと就労継

続支援（B型）事業所Patch との連携が認められており、Patchと同じ法人の就労継続支

援（B型）事業所こころわの利用者である軽度の知的障害者の方を雇用している。事務室

前トイレや共生センターふれあい室等清掃の業務を担当、体調不良による欠勤が一度も

なく、丁寧な清掃作業により清潔を保つことができている。

②センターの管理・運営に関する業務  

《研修の実施》

業務に従事するスタッフに対し研修を実施し、委託内容に関する技術向上に係るスキ

ル向上に努めた。今年度実施した研修は以下のとおりである。
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◎令和5年11月9日（木）「いのちの教育」研修会

奈良県と当法人共催の「いのちの教育」研修会に、共生センター出務者以外のスタッ

フ全員が参加した。この研修への参加は、共生センターの事業として実施している「い

のちの教育」プログラムの実施スキルの向上を目的としている。

奈良県うだ・アニマルパークで開催のこの研修には、全国の自治体職員や教育関係者が

参加しており、意見交流の場では、こうべ動物共生センターで実施している「いのちの

教育」プログラムについて報告を行った。

《来所者に対する安全管理》

・1月26日（金）

神戸市動物管理センターで実施された消火訓練にスタッフが1名参加

・2月21日（水）

神戸市消防局が実施する応急手当定例講習会（普通救命コース）をスタッフが1名受講



【しあわせの村の他の事業との連携協力】 

こうべ動物共生センターは、しあわせの村内の営業施設として、以下の4つの会議への

出席が求められている。

◎会議への出席

しあわせの村会議とは、村内医療・福祉施設及びしあわせの村運営共同事業体（JV）の代

表者により組織し、令和2年度に発足した。神戸市（しあわせの村リニューアル検討有識者

会議提言）が目指すソーシャルインクルージョンを村で実現する取り組みに向けた連携と意

見交換の場である。上記の委員のほか、営業施設、運営事業者がオブザーバーとして参加し

ており、Knots（共生センター管理者）もオブザーバーとしてオープン後の令和3年度第2回

の会議より出席させていただいている。また、毎月事業開催予定や来場者数等の報告を行っ

ている。

令和5年度は開催されなかった。

①しあわせの村会議

②センターの管理・運営に関する業務  

②しあわせの村広報部会

しあわせの村広報部会とは、村内医療・福祉施設及びしあわせの村運営共同事業体（JV）、

営業施設、運営事業者の主に広報担当者が参加し、しあわせの村全体の広報について検討、

意見交換をする会議の場である。Knotsは令和3年度第1回の会議より出席。

令和5年度は開催されなかった。
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③しあわせの村営業施設 広報担当者ミーティング

しあわせの村営業施設広報担当者ミーティングとは、村内営業施設の販売促進や集客、広

報に特化した内容について、各営業施設の広報担当者が参加し、意見交換をする会議の場で

ある。Knotsは令和3年度第1回の会議より出席。令和5年度は2回開催された。

開催日時 議 題

第1回
令和5年7月3日（月）
13:30～14:30
トリム園地
（見学後、あおぞらアミーゴ内）

1．メンバー紹介
2．施設見学（トリム園地の新しい遊具、工事状況）
3．各施設のトピックス、予約状況、イベント開催状況等
4．入村者アンケート結果説明会

（令和4年度しあわせの村入村者アンケート調査結果報告書
が配布された）

5．今年度のスケジュール
第1回 7月3日（月）
第2回 下半期（秋～冬）

第2回
令和6年3月28日（木）
15:00～16:00
ジャングル温泉
（見学後、本館・宿泊館7階）

1．施設見学（営業再開するジャングル温泉）
2．各施設からのお知らせ
3．入村者アンケート結果について

（令和5年度しあわせの村入村者アンケート調査結果報告書
が配布された）
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④しあわせの村まつり実行委員会

しあわせの村内の福祉施設関係団体、近隣地域、ボランティアの参加協力により、広く市

民が交流する「しあわせの村まつり」が公益財団法人こうべ市民福祉振興協会職員のみを中

心とする実施体制及び企画内容の見直しを図るため、村内全施設の職員等で構成する「しあ

わせの村まつり実行委員会」が令和2年度に設置された。「しあわせの村まつり」の在り方、

今後の方向性等について議論する場であり、Knotsは令和3年度第3回の会議より出席させて

いただいている。令和5年度は1回開催され、後日出店者説明会も開催された。

開催日時 議 題

第1回
令和5年6月23日（金）
13:30～14:30
（本館・宿泊館7階展望ルーム）

1． 出席者自己紹介
2． 令和5年度しあわせの村まつり（概要）について
（1）第33回しあわせの村まつり～村の小さな夏まつり～（概要）
（2）参加意向について（出店・手持ち花火・その他）
（3）今後の予定

①出店
・出店団体募集案内 6月23日（金）
・出店申込締切 7月14日（金）
・出店備品等締切 7月31日（月）

②手持ち花火
・村内施設利用者向け優先枠
・一般申込開始 7月21日（金）

3．その他
・第2回しあわせの村まつり実行委員会 11月頃

しあわせの村まつり
出店者説明会
令和5年7月18日（火）
13:30～14:30
（野外活動センターあおぞら
ミーティング室）

・出店日程表の配布
・主催者が用意する備品等の説明
・出店内容等連絡フォームの提出について
・現地確認

開催日時 事業・イベント内容

令和5年8月28日（月）／9月16日（土）
17:00～20:00
（野外活動センターあおぞら周辺）

第33回しあわせの村まつり～村の小さな夏まつり～
公益社団法人Knotsとして出店し、こうべ動物共生
センターの事業PR等を行った。

令和5.年10月1日（日）
10:00～15:00
（温泉健康センター体育館）

第34回こうべ福祉・健康フェア
こうべ動物共生センターとして出展し、防災関連の
展示、啓発活動を行った。

令和5年12月14日（木）
10:30～11:00
（しあわせの村本館・宿泊館エントランス
ホール）

第12回 こころのアート展 オープニングセレモニー
選考委員の講評・解説を聞き、作品巡覧を行った。
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◎しあわせの村の事業・イベント等への参加

しあわせの村（公益財団法人こうべ市民福祉振興協会）より御案内を頂いた事業・イベン

ト等については、可能な限り参加させていただいた。
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◎ローンボウルズ場の多目的利用

令和5年度の共生センターの事業では「楽しくしつけを学ぼう～ドッグスポーツにチャレ

ンジ！」でサブコート（練習場）の年間利用を申請していたが、今年度は天候などの理由に

より利用はしなかった。

◎温泉健康センター体育館での事業実施

「第34回こうべ福祉・健康フェア」
主催：公益財団法人こうべ市民福祉振興協会／社会福祉法人神戸市福祉協議会／ふれあいの

まちKOBE・愛の輸血運動推進委員会／神戸市教育委員会／一般社団法人神戸在宅医
療・介護推進財団

10月開催の「第34回こうべ福祉・健康フェア」において、災害時のペットとの同行避難に
ついての啓発や避難場所情報や避難グッズの展示、「ペットとの避難マップ」作成への参
加・募集を呼びかけた。

今後もしあわせの村内でのイベントとのコラボレーションをして、共生センター以外の場
所での事業実施を進めていきたい。
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【セラピー研究フィールド】 

アニマルセラピーの一環として「わんちゃん読書会（R.E.A.D.プログラム）」を実
施するにあたり、アドバイザーの先生方にはメールやオンラインミーティングを通
して、プログラムの取り組み方や研究の手法について様々なアドバイスを頂いた
（実施内容・研究手法については「アニマルセラピー 動物ふれあい事業」（P.25
～33）に記載）。今年度は土居裕和先生にこうべ動物共生センターに来ていただ
いて今後のアニマルセラピー事業へのアドバイスをいただいた。次年度は、木下美
也子先生が一時帰国される時期に合わせて講演会の実施を予定しており、こうべ動
物共生センターにも来ていただいて、対面でアドバイスを頂く機会を設ける。

③「アニマルセラピー」動物ふれあい事業

人と動物相互の科学的影響を明らかにし、広く市民生活の質の向上に貢献し、国内外
へ情報発信できるよう、国内外の専門家による研究フィールドを構築している。

調査・研究の成果は、個人情報に配慮した上で、当サイト上で提供し、市民の皆様へ
の利便を図ると共に、国内外へ情報発信する。
※実施においては、事業に参加する動物にはなるべくストレスがかからないように配慮し、

IAHAIO （ International Association of Human-Animal Interaction Organizations ） の
「IAHAIO 白書（IAHAIO White Paper）」（P.5参照）に沿って行っている。

《国内アドバイザー》

《海外アドバイザー》

中山裕之先生
東京大学名誉教授／
動物医療センター
Peco獣医療研究所長

土居裕和先生
長岡技術科学大学 技
学研究院 情報・経営
システム系 准教授
（学術博士）

柴内裕子先生
赤坂動物病院総院
長／公益社団法人
日本動物病院協会
（JAHA）相談役

島村俊介先生
大阪公立大学 獣医
学部 小動物臨床医
学 准教授

木下美也子先生
〔アメリカ〕
グリーン・チムニー
ズ*＆ファームサム＆
マイラ・ロス研究所
教育プログラム部長
／神戸市出身

Prof. Andrea Beetz
〔ドイツ〕
MA心理学／博士号（心
理学）／博士号特殊教
育）特別・インクルー
シブ教育教授 IU国際応
用科学大学・ドイツ

*グリーンチムニーズ（アメリカ・ニューヨー
ク州）とは
AATやAAA等を行う、情緒障害・学習障害等を
持つ子どもを治療するための長期療養型施設。
自宅から通学する子どももいるが、半数は寄宿
舎で暮らし、生活も共にしている。自然や動物
たちに囲まれた環境の中で、その自然や動物と
の関わりを通して命あるものを大切にする心を
育み、自己肯定感につながる教育を行っている。
子どもたちは、専門家によるサポートを受けな
がら、社会復帰を目指す。
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加藤元先生
ダクタリ動物病院 総合
院長／コロラド州立獣
医科大学客員教授兼ア
ンバサダー



③「アニマルセラピー」動物ふれあい事業

【わんちゃん読書会（R.E.A.D.プログラム）】 

R.E.A.D.プログラムとは、Reading Education Assistance Dogsの略で、アメリカでは

AAT（動物介在療法）*の一環として行われている。人間相手ではなく、子どもが犬に本

の読み聞かせを行うことで音読が苦手な子どもが自信を失うことなく意欲を育み、読書

力の向上等の効果が期待できると共に自己肯定感を持てるようになり、犬との関わりを

通して心の成長をうながすことを目的としたプログラムである。

こうべ動物共生センターでは、セラピー研究フィールドを設置して、科学的影響の調

査を行いながら「わんちゃん読書会（R.E.A.D.プログラム）」を行っている。

* AATとは
Animal Assisted Therapyの略で、目
標をもって計画、構築された治療的介
入で、医療、教育、人的サービスの専
門家（心理学者やソーシャルワーカー
等を含む）によって監督、実行される
心理療法のこと。

「わんちゃん読書会（R.E.A.D.プログラム）」には、JAHA（公益社団法人日本動物病

院協会）の訪問活動にボランティア参加をしている飼い主様とわんちゃんたちにご協力

をいただいている。

このプログラムでは、「ひとりで読む」「犬に対して読む」「人に対して読む」の3パ

ターンで音読しているお子さんの様子を動画で撮影させていただき、株式会社シーエー

シー様が技術提供をしてくださっている感情分析ソフト「心 sensor」を使ったデータ分

析やアンケート調査などを用いて、認知機能・精神状態に与える影響の実証的検証行っ

ている。

また、わんちゃんたちに対してはウェアラブルデバイスのペットバイタルセンサー装

着による心拍計測、および唾液採取による自律神経活動指標の評価と、参加中の様子の

ビデオ撮影を行い、行動からストレス反応の評価を行う。

このように人の側からと犬の側からの研究を同時に行い、人と犬相互の科学的影響を

調査・研究している。

こうべ動物共生センターでは、市民
及び参加する子どもたちに分かりや
すくするため、「わんちゃん読書
会」という名称を使用している。
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研究課題名：「動物介在療法R.E.A.D.が学童の認知機能・精神状態に与える影響の

実証的検証」

■ 研究の手法について

お子様には、対動物条件、対人条件、統制条件の3条件での計測に参加していただく。

計測に参加する前のタイミングで、背景情報（年齢、性別など）に関する質問紙に回

答していただく。各条件での実施内容は以下のとおり。

絵本の読み聞かせを「ひとりで読む」「犬に対して読む」「人に対して読む」各10

分ずつ行っていただく。その間の顔動画を撮影させていただく。また、読み聞かせ中

の朗読音声を収録させていただく。また簡易なアンケート調査* により、読み聞かせ

後の気分を評価させていただく。

〔対動物条件・犬に対して読む〕

マットや毛布を敷いてスペースを作り、

そこに研究対象者は犬と一緒に座って本を

読んでいただく。

〔対人条件・人に対して読む〕

こうべ動物共生センターのスタッフ１名に

対して、絵本の読み聞かせを行ってもらう。

〔統制条件・ひとりで読む〕

一人で、音読を行っていただく。

* アンケート調査内容：SCASスペンス児童用不安尺度

SCASスペンス児童用不安尺度はDSM-Ⅳ-TRに基づいて作成された子どもの不安症

を６つの下位尺度で評価できる検査である。

① SCASは子どもの不安症を測定する目的で開発された自己記入式の質問紙である。

子どもの不安症は、児童の心理的問題の中で最もよく見られるものとされていて、

6～12ヶ月の有病率は10％前後もあると考えられている。

② DSM-Ⅳ-TRに基づいて作成されており、不安障害全体の程度に加えて、分離不安

障害、社交不安障害、強迫性障害、パニック障害、全般性不安障害、外傷恐怖（限

局性恐怖症）の６つの下位尺度を備えている。

③ 回答は「いつもそうだ」から「ぜんぜんな

     い」までの４段階評価である。質問項目は

児童にもわかるように平易であり、難しい

漢字には振り仮名がつけられている。

④ 標準化が行われ、小学３年生から中学３年生

を対象に使用できることが確認されている。

③「アニマルセラピー」動物ふれあい事業

【長岡技術科学大学 技学研究院 情報・経営システム系 准教授土居裕和先生（国士

舘大学（前任校）理工学部倫理委員会承認）による研究】
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■研究の内容

生体は外的刺激、いわゆるストレスを受けると恒常性を維持するための反応が見ら

れる。R.E.A.D.プログラムに参加するイヌにおいても、「本の読み聞かせ」以外の

様々なストレスが加わることになるため、外的刺激の最小化、あるいは標準化を行い、

目的の「本の読み聞かせ」に対する反応を抽出することが重要となる。

今回の研究では、参加するイヌにかかるストレスの評価を目的として、そのストレ

ス反応の基準設定、及び新奇環境刺激への馴化の評価を行った上で、 R.E.A.D.プログ

ラムがイヌに与える影響について検証していく。

〔評価指標〕

今回、プログラムが実施される中で、参加するイヌたちに協力してもらい、以下の

指標を評価する。

〔自律神経活動指標〕

参加するイヌの心電情報から自律神経活動指標の推移を評価する。

収集方法：イヌにウェアラブルデバイスを装着してもらう。

収集期間：プロブラム参加前から参加後まで継続して心電情報を収集する。

解析方法：収集した心電情報から解析アルゴリズムを用いて指標を算出する。

〔生理的指標〕

プログラム参加前後の唾液中のオキシトシンとバソプレッシン濃度を測定する。

収集方法：唾液サンプルは専用の唾液回収用キットを使用する。

測定方法：ELISA 法により測定する。

〔行動的指標〕

参加するイヌの行動からストレス反応を評価する。

収集方法：参加中のイヌの様子をビデオ録画する。

撮影期間：R.E.A.D.プログラム実施中

解析方法：撮影動画からイヌの表情や行動を検証し、ストレス反応をスコア化する。

イヌの行動をスマホの録画機能で記録 スポンジに含ませた唾液を、遠心分離機を使用
して抽出後、成分濃度を計測

③「アニマルセラピー」動物ふれあい事業

【大阪公立大学 獣医学部 小動物臨床医学 准教授 島村 俊介先生による研究】
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子どもたちから、「ひとりで読むのは緊張したけど、わんちゃんに読んであげたのが

うれしくて楽しかった」「わんちゃんが、自分が読んでいる絵本をきいてくれるのが、

うれしかった」などの感想が寄せられた。

寄り添って耳を傾けてくれるわんちゃんたちが、子どもたちに安心感と自己肯定感を

与えてくれているように見受けられる。保護者方の方からは「家ではわんちゃんが飼え

ないが、うちの子は犬が大好きなので、外でわんちゃんとふれあった後には、心がほっ

こりすると言って楽しそうにしています」と伺えた。参加してくれた子どもも、「今日

はとっても幸せな気持ちになった」とうれしそうに教えてくれた。

土居裕和先生考察

「分析した感情のうち不快感情に相当するものにおいては、条件間で差はみられな

かった。今回調査した範囲では、動物を前にした読み聞かせが、児に負担を与えて

いるという兆候は認められなかった。「Engagement(注意・集中）」は対人条件

で、他の2条件に比べて高い傾向にあった。読み聞かせをする人の存在が、児に緊

張感を生んでいた可能性を示唆している」

島村俊介先生考察

「現在データの解析では、R.E.A.D.に参加することによる犬へのストレスは見受け

られないが、さらなるデータの積み重ねでより詳細な分析研究を進めていきたい」

子どもに対する研究は2年間のデータ分析を通して、動物への読み聞かせが子ども

に負担を与えていないことがわかったことから令和5年度で研究を終了する。犬に

対する研究は令和6年度も引き続き実施する。

③「アニマルセラピー」動物ふれあい事業
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③「アニマルセラピー」動物ふれあい事業
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③「アニマルセラピー」動物ふれあい事業
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③「アニマルセラピー」動物ふれあい事業
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③「アニマルセラピー」動物ふれあい事業



令和5年度 わんちゃん読書会（R.E.A.D.プログラム）実施状況

日 程
参加人数・頭数

子ども 付添 犬

第1回 令和5年 4月16日（日） 1 3 2

第2回 4月29日（土） 2 2 2

第3回 5月21日（日） 3 4 2

第4回 6月18日（日） 2 3 2

第5回 9月18日（月・祝） 2 2 2

第6回 10月9日（月・祝） 2 2 2

第7回 11月3日（金・祝） 2 4 2

第8回 11月26日（日） 3 7 3

第9回 12月16日（土） 2 2 1

第10回 令和6年 1月13日（土） 2 3 4

第11回 2月4日（日） 3 3 2

第12回 2月25日（日） 1 1 2

合 計 25人 36人 26頭

③「アニマルセラピー」動物ふれあい事業

《参加犬種》

トイプードル／オーストラリアン・ラブラドゥードル／ポーチュギーズ・ウォー

ター・ドッグ／ジャック・ラッセル・テリア／MIX（トイプードル・ミニチュアダッ

クスフンド）／MIX（トイプードル・ヨークシャーテリア）
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③「アニマルセラピー」動物ふれあい事業

【出張！わんちゃん読書会】 
こうべ動物共生センターで実施している「わんちゃん読書会（R.E.A.D.プログラ

ム）」を共生センター以外の施設でも実施し、より多くの市民に参加してもらう。
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開催日時：令和5年11月12日（日） 14:00～16:00
開催場所：こども本の森 神戸 多目的室
参加人数：子ども9名、保護者9名 計18名／ボランティア4名／犬5頭

共生センターでの実施だけでなく、アウトリーチ開催をすることで、より多くの市

民に共生センターの事業を知ってもらうことができた。神戸市内の図書館では初の

試みであったが、今後も様々な場所での開催要望に応えていきたい。

参加者募集は実施施設であるこ
ども本の森 神戸が行い、10名の
定員に52名の応募があった。

「出張！わんちゃん読書会」開催に先立ち、主
催者であるこども本の森 神戸の森川館長よりご
挨拶いただいた。

JAHA（公益社団法人日本動物病院協会）の訪問

活動ボランティア参加の飼い主様と愛犬たちに

ご協力をいただいた。子どもたちは、「ちゃん

と聞いてくれてた！」「時々違う方を見てたけ

ど、最後まで横で聞いてくれた！」と読み聞か

せの様子を語ってくれた。読み聞かせの後の交

流タイムで犬とのふれあいを通して接し方など

も学んでもらうことができた。



③「アニマルセラピー」動物ふれあい事業

【わんちゃんお出かけセラピー】 
高齢者・障がい者にとって、動物と触れ合うことは、心に安らぎを生むとともに、

体を動かす機会にもなり、日常生活での活動への意欲の向上につながると言われてい
る。これまで子どもを対象としたアニマルセラピー事業を実施してきているが、対象
を高齢者・障がい者にも拡大し、しあわせの村内の高齢者施設を訪問して犬と触れ
合っていただく「わんちゃんお出かけセラピー」を新たに実施することとなった。

実施にあたっては、「わんちゃん読書会（R.E.A.D.プログラム）」同様、JAHA
（公益社団法人日本動物病院協会）の訪問活動ボランティアの皆様と愛犬たちに協力
していただいた。
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開催日時：令和5年10月25日（水） 14:00～15:00
開催場所：神港園 しあわせの家
参加人数：25名／ボランティア5名／犬5頭

「神港園しあわせの家」では、以前に施設内でわんちゃんを飼っておられたそうで、そ
の犬が亡くなってからは施設の皆さんが犬とふれあう機会が無かったため、今回の活動
を施設の利用者の皆様はとても楽しみにしてくださっていた。

これまでに一度も犬に触ったことがないのか、少し躊躇しておられる方もおられたが、
一度撫でてみると急に穏やかな笑顔になる姿がとても印象的だった。また、犬を撫でな
がら、以前、飼っていた犬の話を懐かしそうに話してくださる方もおられ、施設のスタッ
フの方は、「皆さんが普段見せないような笑顔を見せてくれている」と驚かれていた。

神戸市ご出身の獣医師で、JAHAを設立された91歳
になられる加藤元先生が見学にお越しくださった。
加藤先生は、人と動物と自然を大切にするヒュー
マン･アニマル・ネイチャー・ボンドの理念のもと
に活動を続けてこられ、長年にわたって最先端の
アメリカの小動物獣医学と教育を日本に紹介され
てきただけでなく、日本中の大学やアメリカの大
学でも指導をしてこられた。加藤先生にはセラ
ピー研究フィールドアドバイザーを務めていただ
いている。



人間と犬との関わりは1万5000年以上前からといわれているが、長い共生の歴史の

中でお互いに心の扉を開く相互作用があり、現在では家族の一員として大切な存在

になっている。そのような社会の状況の中、飼いたくても犬を飼えない等、施設等

の入居者、利用者の方々は日頃から犬と関わる機会が限られている場合が多い。

しあわせの村のビジョンでもあるソーシャルインクルージョンや人と動物の共生の

視点から、しあわせの村内の施設等との連携した事業の成果を広く市民へ発信し、

「人も動物もずっと一緒に幸せに暮らせるあたたかな神戸市」を実現していけるよ

う、令和6年度は他の施設での開催についても調整を行い、事業を拡げていきたい。

③「アニマルセラピー」動物ふれあい事業
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開催日時：令和6年3月27日（水） 14:00～15:00
開催場所：神港園 しあわせの家
参加人数：25名／ボランティア4名／犬4頭

膝の上でふれあうときには、衣服に毛が付かないようにタオルやブランケットを敷いた
上に犬を乗せるようにしている。膝に乗せることで、犬の暖かさや息づかいも感じるこ
とができる。

輪っか状にした手の中をジャンプする特技を披露したり、参加者の皆さんにもボールを
投げてもらい、取りに行って咥えて戻って来る技を披露した。参加者の方々も大きな拍
手で盛り上げてくださった。
「かわいいね」「わんちゃんとふれあいができて良かった」「また来て欲しい！」など
の感想をいただいた。



④「一緒に学ぼう！For Kids」子どもを対象にした動物共生教育事業

獣医師の職域は広く、ペットの暮らしや産業動物の飼育、野生動物の保護、感染症や
食品衛生、環境問題など、人が生活していく上で必要な多岐の分野に関わっている。そ
うした幅広い獣医師の世界を体験して学びを深めることにより、「人と動物の共生」が
人の生活に深く関わるものであることへの気付きを促し、様々な「人と動物の共生」の
在り方についての理解を深める。なお、「獣医師体験プログラム」の監修は、獣医師・
獣医学博士で当法人監事である堀尾政博先生にお願いしている。

令和5年度は下記の通り「獣医師体験プログラム」を開催した。 毎回、現場で働いて
おられる専門分野に長けた獣医師の先生方を講師としてお迎えし、専門的な話を聞かせ
ていただきながら、 スライド、標本なども見せていただくことで、子どもたちが普段経
験することのないような貴重な学びの場を提供することができた。

【監修】

堀尾 政博先生（獣医師／獣医学博士）
産業医科大学医学部講師を経て、長崎大学熱帯
医学研究所 教授（平成29年退職）。
長崎大学では、高度安全実験施設 （BSL4）の
設置準備副室長としても活躍した。
学校法人ヤマザキ学園（動物看護・ケア教育）
で副校長を務めた経験も持つ。

令和5年度：12回実施（複数実施含む）
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【獣医師体験プログラム】 

開催日 タイトル  分 野 協力依頼・講師 参加者 保護者

令和5年
5月14日
（日）

低・高学年
２回開催

水族園動物の
お医者さん

水族園
神戸市立
須磨海浜水族園・
毛塚千穂 先生 

低学年

13
高学年

12

25

6月11日
（日）

低・高学年
２回開催

野生動物との
共生

野生動物
株式会社野生動物
保護管理事務所・
箕浦千咲 先生 

低学年

11
高学年

10

21

7月28日
（金）

多様な動物が
生きる「地
球」という環
境

動物園
神戸市王子動物
園・
伊藤慎治先生 

8 4

8月10日
（木）

エキゾチック
アニマルの生
態と診療

エキゾチッ
クアニマル

北須磨動物病院・
佐々井浩志先生

講師都合に
より延期
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8月21日
（月）

「公務員」とし
ての獣医師の仕
事

公務員

神戸市保健所西
部衛生監視事
所・
南 優姫先生 

9 12

9月3日
（土）

低・高学年
２回開催

いちばん身近な
存在「ペット」
の健康と幸せを
守るには

小動物

大阪公立大学
獣医学研究科・
酒居幸生 先生

低学年

11
高学年

12

19

10月21日
（土）

身近な大動物・
牛

大動物
芝崎牛の診療
所・
芝崎繁樹 先生

19 14

11月23日
（木・祝）

感染症って何？ 公衆衛生
大阪公立大学・   
笹井和美先生 10 9

令和6年 

1月28日
（日）

私たちの暮らし
と動物との関わ
り

産業動物

兵庫県農業共済
組合（神戸市立 
六甲⼭牧場）・
畠中みどり先生

11 14

3月17日
（日）

人と共に生きて
きた馬について

大動物

大阪公立大学 
獣医学研究科・
石川真悟 先生／
公益社団法人神
戸乗馬倶楽部

21 25

合 計 12回実施 147人 143人

令和5年度においても、幅広い獣医師の世界を知り学びを深めることにより、「人
と動物の共生」が人の生活に深く関わるものであることへの気付きを促し、様々な
「人と動物の共生」の在り方についての理解を深めることができた。
その中でも生命を尊重する心、自然に感動する心、探求心を高めるなど豊かな人間
性をはぐくむことができるプログラムとなるよう内容にも工夫した。
今年度においては、子どもたちのアンケートから希望の多かった、エキゾチックア
ニマルについて神戸市獣医師会のご協力を仰ぎ、獣医師会所属の先生に講師をお願
いしたが、先生のご都合により延期となった。次年度はさらに内容をブラッシュ
アップし、子どもたちが興味を持って参加できるプログラムを考えたい。

④「一緒に学ぼう！For Kids」子どもを対象にした動物共生教育事業



【水族園動物のお医者さん】 

水族園には多様な生きものが暮らしている。その健康を守るには、本来の生育環境や

生態を背景とした生きものの特徴を知ることが大切である。水族園で暮らす動物たちの

病気や治療について楽しく学ぶ。

開催日時：令和5年5月14日（日）低学年：13:00～14:00／高学年：14:30～15:30
開催場所：共生センター ふれあい室
講 師：神戸市立須磨海浜水族園・毛塚千穂先生
参加人数：子ども25名、保護者25名 計50名

④「一緒に学ぼう！For Kids」子どもを対象にした動物共生教育事業  

ペンギンの卵と鶏の卵の比較。
小さい方が鶏の卵、大きい方がペンギンの
卵。
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今回のテーマは「水族園動物のお医者さん
～今日はペンギン」と題して、ペンギンが
メインのお話をしていただいた。

《参加者の感想より一部抜粋》
＊低学年
・ペンギンクイズがおもしろかった。
・ペンギンの赤ちゃんがうまれるところがよかった。
・たまごを持てたのがたのしかった。
＊高学年
・ペンギンの住む地いきが意外だった。
・ペンギンの卵のおはなしが特におもしろかった。
・水族館の獣医の仕事内容が聞けておもしろかったです。
・ペンギンやイルカ、アザラシなどの産卵の様子、仕方などがおもしろかった。

子どもたちが一度は訪れている水族園の先生からの具体的な治療や飼育の話、実際
に貴重な標本に触れることで楽しく学ぶことができた。また、現場の先生の話を直
接聞くことにより子どもたちのイメージも広がり、海に生きる動物への興味も深
まったのではないかと感じる。今回は子どもたちにも馴染のあるペンギンの話がメ
インということで、わかりやすくもあり、皆熱心に聞いていた。また、イルカの出
産シーンは低学年の子どもも高学年の子どももとても印象深かった様子。低学年と
高学年の2回に分け、伝え方についても工夫していただくことで、理解度も深まっ
たと思われる。



色々な生き物がいて、色々な「生態
系」があることを「生物多様性」とい
う。そして、この「生態系」を守るの
が野生動物の獣医師の仕事である、と
説明。

【野生動物との共生】 

里⼭では野生動物による農作物の被害が多発しているが、なぜそういったことが起こ
るのかを学ぶ。地球は人間だけのものではなく、多くの野生動物や昆虫などの生き物が
共に生きる場所であることを知り、どうすれば野生動物と共存できるのかを考える。

開催日時：令和5年6月11日（日）低学年：13:00～14:00／高学年：14:30～15:30
開催場所：共生センター ふれあい室
講 師：株式会社野生動物保護管理事務所 関西支社 研究員・箕浦千咲先生
参加人数：子ども18名、保護者21名 計39名

④「一緒に学ぼう！For Kids」子どもを対象にした動物共生教育事業  
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発信器入りの首輪を付けた動物の居場所
をアンテナで追跡するという調査を子ど
もたちに体験させてもらった。この調査
は、動物の行動範囲や生態を知るのに役
立つ。

《参加者の感想より一部抜粋》
＊低学年
・ほねをさわったのがおもしろかった。
・あしあとクイズがおもしろかった。
・センサーカメラの動物が前をとおったときだけさつえいするのがふしぎだった。
＊高学年
・外来生物と在来生物のバランスや生態系を守るお仕事は本当にすばらしいと思った。

地球のお医者さんだということもとてもすばらしいと思った。

「野生動物と人が同じ地球で幸せに暮らすために私たちができること」が実行でき
ると自分たちも「地球のお医者さん」であることを子どもたちが理解できていた様
子だった。今年度はこれまで見たことのなかった実演や調査体験があり、次年度も
体験型フィールドワークを取り入れるよう準備を進めている。

わなに捕まった動物を眠らせて安全に
⼭に返すための吹き矢の実演。

「野生動物と人が同じ地球で幸せに暮
らすために私たちができること」



スライドを見ながら、動物園の動物たちの
話から、地球環境の話まで幅広い内容をお
話ししてくださる。また、多様性について
の説明もあり、地球上の生き物全てがつな
がっているということがわかる。

【多様な動物が生きる「地球」という環境】 

地球（動物園）には様々な種類の動物が生活しているが、それぞれ生きていくために

必要な食べ物や環境などが違う。そうした多様な生物が生きていくことができる地球を

持続可能な環境として保持するために必要なことを学ぶ。

開催日時：令和5年7月28日（金）14：00～15：00
開催場所：共生センター ふれあい室
講 師：神戸市立王子動物園獣医師・伊藤慎治先生
参加人数：子ども8名、保護者4名 計12名

動物園の役割についての説明。ただ、動物
を見て楽しむだけではなく、種の保存につ
いても大きな役目があるとのこと。

④「一緒に学ぼう！For Kids」子どもを対象にした動物共生教育事業  
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《参加者の感想より一部抜粋》

  ・ゾウのけつえきけんさがおもしろかったです。

  ・パンダやカバ、ゾウや鳥などのしいくは、いろいろなくふうがしていてそのくふう

  がいろいろあっておもしろかったです。

  ・ゾウの血かんが太い所がびっくりしました。

子どもたちも楽しく訪れている動物園の動物ということで、子どもたちも興味深く
先生の話を聞いていた。また、動物を取り巻く環境が破壊されてきている現実を目
の当たりにし、子どもたちなりに真剣に考えていた様子だった。愛嬌のあるパンダ
など動物園のいろいろな動物たちの生態や飼育方法を知ることや、普段見る機会が
無い動物園のバックヤードも映像で見ることができ、子どもたちがこれまで知らな
かったことを学べた。特にパンダの治療が人間と同じように行われる映像やカバの
歯磨きなどを見た子どもたちは、動物がおとなしくしている姿にとても驚いていた。
また、獣医師が動物の生態のみではなく、動物を取り巻く環境や自然という地球環
境まで幅広く関わっていることや、そういったことが自分たちの生活の中にまで関
わっているということも理解できた様子だった。



【公務員としての獣医さんの仕事】 

④「一緒に学ぼう！For Kids」子どもを対象にした動物共生教育事業  

公務員獣医師の仕事は、食の安全の確保、人畜共通感染症対策、動物愛護や福祉の増

進、野生動物保護党自然環境保全対策等の広範な分野にわたるが、その中の動物愛護や

福祉について学び人と動物の幸せな共生について考える。

南先生より衛生監視事務所とはどのよう
な業務を行うところかという説明がある。

開催日時：令和5年8月22日（月）14:00～15:00

開催場所：共生センター ふれあい室

講 師：神戸市保健所西部衛生監視事務所・南優姫先生

参加人数：子ども8名、保護者6名 計14名

公務員としての獣医師の仕事は、「ペットショップのような動物を取り扱っている店
の立ち入り」「レストランや食品工場などへの立ち入り」など、店がきちんと衛生的に
営業されているかをチェックし、指導したりする仕事も含まれているため、獣医療には
とどまらず多種多様な業務内容となっている。今回は、神戸市保健所西部衛生監視事務
所での仕事内容について南先生にお話していただいた。
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食品、環境、動物の衛生を監視するこ
とが仕事で、営業している店が衛生的
に保たれているかを監視および指導・
規制をしている。

《参加者の感想より一部抜粋》

・動物が健康で幸せに生きるためには、動物を飼育する環境が健全であったり、周り

の人がまず健康であることが大切をいうことが知れてよかった。

・動物病院で働く獣医師さんと保健所で働く獣医師さんの違いが分かって面白かった

です。

・飼い主になるにはどうすればいいかという話がためになりました。

保健所の獣医師は公衆衛生獣医師といい、人の生活に入り込んでいる動物が対象な
ので、動物の健康が深く人の生活に関わっていると教えていただく。公務員として
の獣医師と動物病院との違いは、「目の前の動物を治すのが専門ではなく、社会の
問題を解決するという役割を担っている」とのこと。
動物の診察をするだけが獣医師の仕事ではなく、動物の飼い方の指導や店舗の立ち
入り検査、規制・緩和なども獣医師の仕事であるということがわかり、子どもたち
も獣医師には幅広い仕事内容があるということがわかったようだった。



【いちばん身近な存在「ペット」の健康と幸せを守るには】 

大学の病院には9つの診察室があり、それ
ぞれ獣医師と動物看護師がペアになって診
療にあたっている。病状によっては、レン
トゲン検査、超音波検査やCT検査なども
行っている。

人間にとっていちばん身近に存在する動物「ペット」の健康と幸せ（福祉）を守るた

めには、どういったケアが必要なのかを学び、飼い主が日常的に健康状態を観察して獣

医師と連携してペットの健康を守ることの大切さを学ぶ。

開催日時：令和5年9月3日（日）低学年：13:00～14:00／高学年：14:30～15:30

開催場所：共生センター ふれあい室

講 師：大阪公立大学獣医学研究科小動物臨床教室・酒居幸生先生

参加人数：子ども23名、保護者19名 計42名

④「一緒に学ぼう！For Kids」子どもを対象にした動物共生教育事業  
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先生から、注射の仕方を教えてもらい、ぬ
いぐるみの犬を使って子どもたちも注射の
模擬体験を行った。ぬいぐるみだと分かっ
ていても、みんな恐る恐る注射していた
（針の無いシリンジを使用している）。

《参加者の感想より一部抜粋》

＊低学年

・ねずみはドドドドドってしんぞうがなるんだとおもった。

・さいけつのれんしゅうがたのしかった。

＊高学年

・自分の心臓音を聞いたり、犬のもけいでさい血のれんしゅうをしたり参考になりま

した。

・自分のしんぞうの音がきけておもしろかったです。

犬や猫は模型を使用するが、薬や聴診器などについては実際に使用されている物を
使用し、獣医師と同じように白衣を着用することで、子どもたちも獣医師になった
気分で模型の動物に接し、注射器や聴診器の使い方を先生から教えてもらいながら
熱心に模擬診療に取り組んでいた。ペットと暮らしている子ども、ペットと暮らし
たいと思っている子ども、将来獣医師になりたいと思っている子どもにとって、
ペットと暮らすことがどういうことか、どんなことに気を付ければ良いか等考える
機会にもなった。また、聴診器で自分たちの心臓の音を聞く体験ができたことで改
めて「いのち」ということについても考えることができたようだった。



【身近な大動物・牛】

開催日時：令和5年10月21日（土）14:00～15:00

開催場所：共生センター ふれあい室

講 師：芝崎牛の診療所・芝崎繁樹先生

参加人数：子ども8名、保護者8名 計16名

芝崎先生の自己紹介のあと、牛とはどんな
動物なのか、牛の生態や特徴などを子ども
たちに語っていただいた。

小型のペットとは違い、人間よりも大きな動物にはとくべつな世話や医療が必要であ

ることを学ぶと同時に、牛が私たちの生活のあらゆる場面で関わりを持っていることを

理解する。
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④「一緒に学ぼう！For Kids」子どもを対象にした動物共生教育事業  

牛の不思議の一つ、牛の胃の中には間
違って飲み込んでしまった鉄（釘など）
が胃を傷つけるのを防ぐために細長い磁
石を飲み込ませていると説明していただ
き、実物を見せていただいた。
その磁石は、しばらく留置したあと胃か
ら取り出し交換するとのこと。

《参加者の感想より一部抜粋》
・牛のお腹にじしゃくがあるのに驚きました。
・ウシの人間でいう指もんは鼻もんで、一頭一頭ちがっているところが不思議だった。
・薬の話がとてもおもしろかったです。とくに、乳房炎のさいに乳房にいれる薬に、

しきそをまぜていて、それで普通の牛と区別することがおもしろかったです。
・薬の投与の仕方などや皮下注射や点滴などいろいろあっておもしろかったです。

薬の種類の量や種類も色々あることも人間に似ているなと思いました。

普段、何気なく食べている牛肉が肉になるまでどのように飼育されているのか、ま
た、どのように加工されているのかということや、牛の不思議の一つ、胃の中に磁
石を飲み込んでいることなど、興味深い話を聞くことができた。
そして、牛が病気をして薬剤を使用した場合、肉への残留を防ぐために、食肉にし
ていはいけない期間が決められており、獣医師がこの判断を誤ると農家に大きな損
害を与えてしまうことにもつながるということで、食の安全を守ることも、獣医師
には大切な仕事であると教えていただいた。
牛の病気についても、詳しく教えていただき、牛が大切に育てられ、肉牛が肉に
なって流通にのるまでにも多くの人の手がかかわっていることが分かった。



【感染症って何？】 

新型コロナウイルスの感染症拡大の只中である現在、動物由来の感染症についての正

しい知識を学習し、日常生活における感染症対策の重要性を知る。

開催日時：令和5年11月23日（木・祝）14:00～15:00

開催場所：共生センター ふれあい室

講 師：大阪公立大学 獣医学研究科 獣医内科学研究グループ  

教授 笹井和美先生

参加人数：子ども10名、保護者9名 計19名

④「一緒に学ぼう！For Kids」子どもを対象にした動物共生教育事業  

インフルエンザを例に出して感染症と
は何かについて説明していただいた。
子どもたちからは、「ワクチンやイン
フルエンザのことがよくわかった」と
いう感想が聞かれた。

45

「人から人へ感染する病気」や、「動
物から動物へ感染する病気」「動物か
ら人、あるいは人から動物へ感染する
病気（人と動物の共通感染症）」につ
いて教えていただいた。

《参加者の感想より一部抜粋》

・動物だけでなく、人間のことも加えて教えてもらったのでわかりやすかった。

・ダニや蚊のお話がおもしろかった。

・もう少し狂犬病のお話を聞きたい。

「感染症」という子どもたちにとって少し難しく感じるテーマでも、子どもたちが
身近に感じられるお話から説明が始まり、興味を持って保護者と共に学んでもらう
ことができた。「感染症」のことだけでなく、「獣医師の仕事」についても、獣医
師が様々な分野で活躍されていることを詳しく教えてくださり、「もっと先生の話
が聞きたい」という感想も毎年聞かれる。令和6年度は、対象となる年齢層（学
年）を広げ、高校生にも参加してもらえるようにプログラム内容を工夫したい。

感染症を媒介するダニが血を吸って大
きくなる写真に見入っていた。

先生への質問では、子どもたちの関心
の深さが垣間見られた。



【私たちの暮らしと動物との関わり】 

畠中先生より、畜産動物としての牛とは
どういった動物なのかというお話をして
いただく。また、兵庫県には80人の産業
動物獣医師が獣医師として従事している。

人間は様々な動物との関わりの中で恩恵を受けて生きていることに気づき、それらの

恩恵に感謝する気持ちを学ぶ。

開催日時：令和6年1月28日（日）14:00～15:00
開催場所：共生センター ふれあい室
講 師：兵庫県農業共済組合 家畜部 部長・畠中みどり先生
参加人数：子ども9名、保護者5名 計14 名
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豚についてもお話していただいた。
今でもどんどん改良がすすんでいる豚は、
一度に10匹以上の子豚を産むとのこと。

≪参加者の感想より一部抜粋≫
・牛の本当の性格や獣医師の使命が知れました。
・獣医師の仕事は、ただ牛の病気を治すのではなく、生産者と消費者の架け橋にも

なったり、人工授精、分娩の手伝いなど様々な仕事があるのだと思いました。
・牛は胃が4つもあるのを知りました。4つもあるのに、ぜんぶ違う形なので面白いな

と思いました。

産業動物について牛と豚のお話していただいた。牛や豚の特徴や生態についてだけ
でなく、私たちの口に入るまでの過程についても教えていただくことで、子どもた
ちも命をいただくことについて改めて感じることがあったようだった。
産業動物獣医師は産業動物の健康を守るだけでなく、人々の健康や食の安全をも守
る大切な仕事だということがわかった。

日本ではお弁当もふくめ、1日一人あたり
おにぎり1個分の食べ物が捨てられている。
『命をいただいている』ことを考えて食
べ物は感謝して大切に残さず食べましょ
う」とお話があった。
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【人と共に生きてきた馬について】

開催日時：令和6年3月17日（日）14：00～15:00

開催場所：しあわせの村 馬事公苑 会議室（公益社団法人神戸乗馬倶楽部）

講 師：大阪公立大学 獣医学研究科・石川真悟先生

参加人数：子ども21名 保護者25名 計46名（部屋の都合上、保護者の入室無し）

今年度も馬事公苑様の会議室をお借りして
の開催となった。石川先生から人とともに
生きて来た動物、馬について、馬の歴史か
ら今に至るまで、幅広く教えていただく。

獣医師体験プログラムは、生体に触れる内容ではないが、馬についてはしあわせの村

内に馬事公苑があることから、馬事公苑の運営を受託されている公益社団法人神戸乗馬

倶楽部様のご協力を得て、馬事公苑内で実施、厩舎の見学までさせていただいた。

小型のペットとは違い、人間よりも大きな動物には特別な世話や医療が必要であること

を学ぶと同時に、人が馬と共に生きてきた歴史を知ることで共生という概念を理解する。
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先生のお話終了後、馬事公苑のスタッフの
方に案内をしていただきながら、厩舎の見
学を行った。実際の馬を目の前にした子ど
もたちは、興味津々だった。

≪参加者の感想より一部抜粋≫
・馬と人のちがいなどが面白かった。
・昔は馬は森などにいて4本の指があったことは知らなかったのでおどろきました。
・馬と人のつながりについて詳しくしることができました。
・馬に人がのること。

昨年度に引き続き（公社）神戸乗馬倶楽部様にご協力いただき、馬事公苑内の会議
室にてプログラム開催することが出来た。どの子どもも最後まで熱心に先生の話を
聞き、質問も熱心にしていた。また、馬に関係する話として、経済動物としての馬
に経済性がなくなれば処分されてしまうが、その馬を一頭でも救おうとしている活
動についてもお話をしていただき、それを聞いた子どもたちも印象に残ったよう
だった。厩舎の見学もできたことで、改めて、馬について興味を持った子どもも多
かった。



【犬とともだちになろう】 

犬のイラストを見ながら、犬がどんな気持
ちかを考えることで、犬にも人間と同じよ
うに感情があり気持ちを表していることを
学ぶ。

犬のイラストボードや実際の犬に接しながら、クイズや心臓の音を聞くなどを通して

「いのち」を実感し、犬のきもちについて学ぶプログラムである。

犬との接し方を学ぶことで、思いもかけない咬傷事故を予防するだけでなく、犬（他

者）のきもちを想像したり、寄り添うきもちの大切さを考えるきっかけを与え、心臓の

音を聞く拡張心音計（心臓の音を拡大してスピーカーから聞くことができる機械）を用

い、犬や子どもたちそれぞれの心音を聞くことで、音の違い、速さの違いといった違い

に気付き、自分や自分以外の「いのち」の大切さ、「いのち」への共感ができることを

目的としている。

このプログラムには、JAHA（公益社団法人日本動物病院協会）の訪問活動で経験豊富

なボランティアの方々と、そのご家族である犬たちに毎回ご協力いただいている。

犬との挨拶の仕方を教えていただき、実際
にボランティアで参加してくれている犬と、
一人ずつ挨拶をする。

拡張心音計を用いて、犬と子どもそれぞれ
の心音を聞き比べることで、違いを実感で
きる。
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プログラム終了後の交流時間。子どもたち
の緊張もほぐれ、とても楽しそうな様子。

【犬の気持ちをあらわすイラストボード】
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【顔の表情のイラストボード】

＜各回参加人数＞

実施日 参加者 付き添い ボランティア 参加犬

令和5年
4月 8日（土）

10 10 3 3

6月 3日（土） 13 10 5 3

10月29日（日） 11 12 4 3

11月18日（土） 10 12 3 3

12月24日（日） 13 12 3 2

令和6年
3月 3日（日）

7 3 4 3

合 計 64人 59人 22人 17頭

≪参加者の感想より一部抜粋≫
・心のおとをきくのがたのしかった。
・犬とふれあえたのがたのしかった。
・おうちでかえない犬をいっぱいさわれてたのしかったです。
・犬に出会ったときのせっし方など学べてたのしかった。
・いろいろな犬をさわれたり、ふれあい方を知れたり、身体であらわすひょうげんを知れ

てよかったです。

犬の気持ちを考える際、顔のイラスト
ボードを見せることで、犬がどんな気
持ちなのかを、各々子どもたちなりに
想像できるように、シンプルな顔の表
情になっている。

このプログラムを通し、子どもたちは犬との正しい接し方を学ぶことで、普段ど
のように犬と接したら良いかを知ることができた。イラストを通して、犬にも感
情があり、犬が身体のいろいろな部分を使って気持ちを表しているということを
学んだり、犬や自分たちの心音を聞くことで、犬も自分たちも同じように生きて
いることを理解し、自分や自分以外の「いのち」についても考えるきっかけが持
てる場となった。
今年度は未就学児の参加もあり、より安全に配慮しながら犬と接する機会が持て
た。次年度においては、小学生だけではなく、未就学児や高齢者に対してもプロ
グラムの幅を広げたい。
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神戸市副読本「いきものといっしょ～みぢかなどうぶつに目をむけてみよう～

【いきものといっしょ】（毎週土曜日または日曜日10:30～11:30） 

2022年2月27日（日）

感染症って何？

センターに来所した子どもたちに対し、神戸市副読本「いきものといっしょ～みぢか

などうぶつに目をむけてみよう～」を活用し、動物たちのきもちについて考えるプログ

ラムを実施する。他者に対する共感や思いやりといった情操や、動物や自然に対する理

解や責任といった態度の醸成を図る。

家で飼っている犬や猫、家の周りに
いるカラスやスズメ、学校で飼って
いるカメやウサギ、⼭にいるイノシ
シなど、自分の経験から書き込んで
いく。未就学児や小学1年生でまだ
文字が書けない子どもたちは、絵を
描いて表現している。
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ペット、学校飼育動物や家畜、野生
動物それぞれの気持ちを考え、どん
なことに気をつけたら良いのか、自
分の考えを書き込み、発表しても
らった。
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「神戸にくらす人と動物たち」のイ
ラストマップの中では、様々な人と動
物の関わりを探す。車内に置き去りの
犬を見て「熱中症の危険性」に気づき、
多頭飼育の場面では、「責任を持って
飼える数を飼うべき」という意見が出
た。⼭でイノシシと遭遇する場面では、
「驚かせないように静かに逃げる」
「野生動物のすみかに近づかない」と
いう意見が多く聞かれた。

家族での参加が多く、保護者も一緒
に学ぶことで家庭に帰ってからも話題
にしたり、振り返ることができる。

今年度は、民間の学童保育施設から
の要望もあり、春休みに日程調整をし
て実施した。小学校休業日の子どもた
ちの活動として学ぶ機会を提供できた。

学童保育の場合は、参加する子ども
の学年も異なるため、低学年にも理解
できるように説明の仕方を工夫してい
る。

施設での振り返りだけでなく、家庭
に帰ってからも話題にしてもらうため
に、更なる工夫を考えたい。

毎週土曜日の開催としていたところを、曜日を固定せず毎週土曜日または日曜日と
改めたことで、昨年度に比べて実施回数増につながった。
家族での参加が定着しており、人と動物の関わりについて学んだ内容を家庭に帰っ
てからも話題にする機会が提供できている。民間の学童保育施設からの要望にも応
えることができ、今後も夏休みなど小学校の長期休業中の開催要望に対応していき
たい。令和6年度は、土曜日または日曜日については他の新規事業の日程確保も必
要であるため、固定した開催日程は月に2回（土曜日または日曜日）とし、それ以
外は休館日以外の随時開催とし、曜日と時間を希望者と調整する等市民の参加希望
によりきめ細やかに応えられるようにしたい。

≪参加者の感想より一部抜粋≫
・いろんな生きものの気もちがわかってたのしかった。
・いろんなどうぶつのおべんきょうができたのがたのしかった。
・犬や猫を長く飼わないといけないことがわかった。
・してはいけないことをもっと勉強したい。
・もっと動物のことを知りたい。
・改めてペットや他の動物との関わり方を勉強し直すことができた。
・ペットがどんな気持ちか考えることができて良かった。
・今まで知らなかったことを学ぶことができて良かった。家でのペットとの暮らしに 

も活かしたい。
・妹の方は人見知りで知らない人とはしゃべれないけれど、今日はとても楽しそうに

いろいろと話をしていた。自分の好きな動物のことだったら、積極的に話ができる
のだとわかって驚いた。

・神戸市内の地図からどのような動物がいて、どのような問題点があるか、イラスト
を見て子どもと学ぶのが楽しかった。
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実施日 参加者 保護者 合計

令和5年

6月  9日（金）
2 トライやるウィーク 2

6月25日（日） 2 1 3

7月23日（日） 2 1 3

7月30日（日） 3 2 5

8月  4日（金） 9 動物愛護スクール 9

8月11日（金） 8 動物愛護スクール 8

9月  2日（土） 1 2 3

9月17日（日） 1 1 2

9月23日（土） 3 2 5

9月30日（土） 3 1 4

10月  7日（土） 1 2 3

10月15日（日） 3 2 5

10月21日（土） 1 1 2

10月22日（日） 2 2 4

11月  6日（月） 2 トライやるウィーク 2

12月10日（日） 1 1 2

令和6年

1月13日（土）
1 1 2

2月24日（土） 4 2 6

3月27日（水） 6 2 8

3月30日（土） 1 1 2

合 計 56人 24人 80人

＜各回参加人数＞



【VRで体験！いぬねことのくらし】

生身の動物に触れる前に、疑似体験を経験できるツール（VR）の活用を通して動物の

習性や行動について理解を深める。犬猫との正しい接し方や適切な飼育について学び、

動物の気持ちを想像しながら、実際に動物に接するときにはどんなことに気をつけたら

いいのかを子どもたちが自ら考え、他者に対する共感や思いやりの心を育てる。VRの体

験と共に、環境省発行の冊子「どうぶつといっしょにくらそう」を使って動物の気持ち

を考える。動物アレルギーを持つ子どもにも安心して参加してもらうことができる。
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【協力】ネスレ日本株式会社 ネスレ ピュリナ ペットケア

環境省発行「どうぶつといっしょにくらそう」

実施日 参加者 保護者 合計

令和5年

8月9日（水）
2 2 4

8月26日（土） 6 6 12

合 計 8人 8人 16人

VR教材については、ネスレ日本株
式会社の支援により、日程調整の上、
無償で貸出をしていただいている。

VR教材の内容は、「犬・猫のかわ
いさと正しいふれあい方」「適切な飼
育」の二部構成となっている。

使用対象は、目の発達や仮想空間を
理解することに無理のない7歳以上と
されている。

視聴動画の再生、一時停止はタブ
レットで操作を行う。

「どうぶつといっしょにくらそう」ワークシート
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目の前に実際に犬や猫がいるような映像
が流れ、手を差し出して撫でる等の疑似
体験が可能となっている。

VR機材の操作方法については、事前にネスレ日本株式会社 ネスレ ピュリナ ペッ
トケアのご担当者にレクチャーしていただいた。タブレットで操作するプログラム
であるため、推奨されている対象年齢の7歳未満の子どもに対しては、VR機材を着
用せず、タブレットを視聴してもらうなど、きょうだいで一緒に参加できるよう配
慮した。
令和6年度はサマースクールでも実施する等、アレルギーを持つ子どもが参加でき
る機会を増やしたい。

≪参加者の感想より一部抜粋≫
・VRでねこやいぬをかっているみたいにできてうれしかった。
・目の前にリアルの犬やねこがでてきて、さわり方など教えてくれてよいと思った。
・えいぞうがみれてたのしかった。
・ねこの気持ちもよく分かったし、VRで見るのが楽しかった。
・ねこが「イヤ」とあらわしているかもしれないから、そういうサインもしってみた

いと思った。
・迷子の犬と会ったときのたいしょの方法を知ることができてよかった。猫と犬につ

いてくわしく知ることができた。

犬へのあいさつの仕方を映像を通して学
んだ後は、犬の模型を活用してあいさつ
をする。

車の中に置き去りの犬は、「一緒にいき
たいよ」「一人にしないで」と気持ちを
想像。また「車の中が暑くなって、死ん
でしまうかも」と熱中症の危険性にも気
づいた。

付添で一緒に来たVR視聴の対象年齢未満
の子どもにはタブレット視聴で対応した。
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【「いのちの教育」プログラム】 

令和5年度は2校の依頼を受け、神戸市立泉台小学校2年生2クラス、
神戸市立真陽小学校3年生2クラスで実施した。

実施日時：神戸市立泉台小学校 令和5年6月22日（木）／7月13日（木）／
9月11日（月）2限目・3限目

神戸市立真陽小学校 令和5年7月5日（水） ／9月28日（木） ／
11月16日（木）3限目

実施場所：神戸市立泉台小学校 多目的室／神戸市立真陽小学校 多目的室
講 師：公益社団法人Knots

事務局長 北村美代子／企画教育部 企画教育係 金藏江津子
参加人数：神戸市立泉台小学校 児童63名（2クラス） 教員2名

神戸市立真陽小学校 児童40名（2クラス合同） 教員2名

≪プログラムⅠ「私たちと動物との関わり」≫

「いのちの教育」プログラムは、2012年に奈良県で開発された主に小学生を対象とし
たプログラムであり、公益社団法人Knotsは同年6月より「いのちの教育」普及展開につ
いて奈良県と連携協定を結び、10年以上にわたってプログラムの普及展開や内容のブ
ラッシュなどに関わっている。

管理運営業務を受託しているこうべ動物共生センターにおいても、動物共生教育事業
として「いのちの教育」プログラムを導入している。このプログラムは、人間が一方的
に動物をかわいがるという「愛護」から、人と動物の関係性を知り、お互いを尊重する
「共生」に重点を置いた内容になっており、子どもたちが自ら参加するアクティブラー
ニングの手法で3つのプログラムを通して「気づき」「共感」「責任」というステップを
通し、相手の立場を想像しながら互いの「いのち」の大切さを学ぶ。他者への理解を深
め、共感・思いやりの心を育て、規範意識を醸成し、心豊かな市民の育成に貢献する。

プログラムⅠでは、子どもたちが大型の張り子を「街」「牧場」「自然」の３つの
すみかに運ぶ。「街」で暮らし人間が最後まで世話をする《ペット》、「牧場」で暮
らし人間の役に立つために育てられている動物で、人間が管理し、世話をしている
《家畜》、「自然」の中で暮らし、人間が世話をせず自分の力で生きている《野生動
物》が、それぞれの環境や人間とどのようにつながっているのかということに、子ど
もたちが自ら気づいていく。

張り子の動物たちを３つのすみかに運び、
人間と動物がどのようにつながっているの
かを一緒に考えつつ、「街」で暮らし人間
が最後まで世話をする《ペット》、「牧
場」で暮らし人間の役に立つために育てら
れている動物で、人間が管理し、世話をし
ている《家畜》、「自然」の中で暮らし、
人間が世話をせず自分の力で生きている
《野生動物》という動物とそれぞれの関わ
り方があることに気づく。
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≪プログラムⅡ「動物と私たちのいのちは同じ」≫

プログラムⅡでは、動物にも人間と同じように感情があり、それぞれの動物には、
私たちと同じように「生きるために必要なもの（ニーズ）」があり、気持ちがあるこ
とを学ぶ。「生きている証拠」を探し、「いのち」を実感できるものとして拡張心音
計を用いて子どもたちひとりひとりの心臓の音を聞き比べ、同じ人間でもひとりひと
りの心音に違いがあることを理解していく。こうした体験を通して、人間と動物が同
じたったひとつの「いのち」を持っていて、「こんなふうに暮らしたい」というニー
ズを持っている存在であるという「共感」を生む。

全員の心臓の音を聞き終わった後に、なぜ一人ひとりの心臓の「音の大きさ」「速
さ」「リズム」が違うかを子どもたちにたずね、ひとりひとり違う人間だから、心臓の
音＝「いのちの音」もひとりひとり違うのだと気づく。自分の持っている「いのち」は
世界でたったひとつのもの。そのたったひとつの「いのち」は、私たち人間だけが持っ
ているものではなく、動物も同じように持っていることを理解する。

拡張心音計（心臓の音を拡大してスピー
カーから聞くことができる機械）

人間と同じように、動物にも「こんなふうに暮らしたい」というニーズがあることを2
枚のパネルの絵を見ながら、それぞれの動物の気持ちを考えた。

左上のパネルでは、挙手で意見を出してもらい、「早く散歩に行きたい」「早く走り
たいよ」「うれしいな」など、現在の犬の気持ちを想像して意見を出してもらった。

右上のパネルについては、ミニホワイトボードを使って思いつく限りの犬の気持ちを
記述してもらった。「ぼくだけさびしいよ」「かまってほしいよ」「なんで飼った
の？」「飼育環境がひどい！」「体もマットも洗ってほしい」など、多くの意見が出た。

相手の気持ちを想像することで、動物にも「こんなふうに暮らしたい」というニーズ
を持っている存在であり、「動物にもこころがある」ことを知る。

56

④「一緒に学ぼう！For Kids」子どもを対象にした動物共生教育事業  



④「一緒に学ぼう！For Kids」子どもを対象にした動物共生教育事業  

≪プログラムⅢ「動物のために私たちができること」≫ 

プログラムⅢでは、私たちの周りにいる動物たちが幸せに暮らすためにどんな
ことができるのか、何をしなければならないか、私たち人間が果たすべき「責
任」について考える。自分たちが動物の「いのち」のために果たすことができる
「責任」を「私たちと動物とのやくそく」として認識させ、身近なところから自
分たちができることを考える。

「ペット」「家畜」「野生動物」が幸せに暮らすために、自分たちにできることを考
えた。ここでもホワイトボードを活用し、みんなの前で意見を述べるのが恥ずかしい子
どもも、自分の意見を書き込んで記録に残すことで、授業に参加したという一体感を生
む工夫がされている。

《家畜》と同様に人間が世話をする
《ペット》にも共通して考えられる「エ
サ（ごはん）・新鮮な水をあげる」「動
物病院へ行く・けがをしていないかみて
あげる」というような意見だけでなく、
「広いところにうつす」「自然のような
環境にする」「掃除をする」というよう
な《家畜》が暮らす環境についての意見
もあった。

また、人間の役に立つものを与えてく
れる《家畜》に対して、「残さず食べ
る」といったことにも思いを馳せること
ができるため、食育や給食指導にもつな
がっている。

《野生動物》は人間が世話をせず自分
の 力 で 生 き て い る 動 物 で あ る た め 、
《ペット》や《家畜》のようにエサを与
えたり体を洗って清潔にしたりしない。
《野生動物》のすみかである「自然」に
対してできることを考える。

「排気ガスを出さない」「森を増や
す」「木を切らずに環境を良くする」な
ど、小学校低学年の学校教育では、まだ
「環境」という概念を授業の中では指導
していないが、人間や動物を取り巻く環
境の大切さを自ら感じ取ってくれるよう
になる。
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④「一緒に学ぼう！For Kids」子どもを対象にした動物共生教育事業  

実施協力校が1校増え、神戸市立小学校2校で「いのちの教育」プログラムを実施
することができた。ひとつの小学校ではプログラムⅢについては、オープンスクー
ルの日に設定していただき、希望する保護者にも授業を見学していただけるよう、
ご配慮いただいた。家庭においても、親子の会話の中で「ふりかえり」をする機会
を提供できた。
張り子の動物を使ったこの「いのちの教育」プログラムは、動物アレルギーや動物
が苦手な子どもも参加が可能であり、生体を使用しないため動物のストレスがなく、
実施者も「動物に負担をかけている」というプレッシャーから解放されるというメ
リットがあり、子どもたちが心を開きやすくイメージしやすい動物を入り口とした
汎用性の高い教育プログラムである。動物からの学びは、自分以外の他の存在に気
づくこと、他者の心を知り、共感したり、感情移入することで、関わる他者に対し
て果たすべき責任がひとりひとりにあることなどを学ぶことができる。自分のでき
ることから実行し、他者や社会全体の課題を自分の課題として捉え、その解決に向
けて自ら行動を起こすことができる「持続可能な社会の創り手」の育成にも貢献で
きる。令和6年度についても、泉台小学校、真陽小学校からは継続実施について相
談があり、真陽小学校については実施日を調整済である。また、先生方のご異動に
伴い、新たに広陵小学校からも実施依頼があり、2学期以降での実施で日程を調整
している。実施校を増やしていくために今後も環境衛生課や教育委員会等と相談・
調整を行っていく。

《子どもたちの感想より一部抜粋》
・ペットや野生動物のことがとてもくわしくなってうれしかったです。
・人間と動物がつながっているのは知らなかったから、それがすごいなと思いました。
・動物のたいせつさをおしえてくれてありがとう。
・いきもののことがたくさんわかりました。いのちは人間も動物にもあるとわかりま

した。
・いのちがどれほどたいせつかがわかりました。
・しんぞうの音を聞いたりしたのが特に楽しかった。
・色々なことを教えてくれたから、少し動物に興味をもちました。人間と動物は共存

して生きるべきだと思いました。
・しあわせの村で、こうべ動物共生センターに行ってみたいです

プログラムの要所要所で、パ
ネルを見ながら全員で声に出し
て読み上げている。キーワード
となる言葉に対しては、次回の
プログラムの導入部分につなげ
るため、記憶の固定化を促す工
夫がされている。

各プログラム実施の前に、前回の「ふりかえり」に十分な時間を費やしている。この

「ふりかえり」の重要性については、奈良県「いのちの教育」研究協議会においても指

摘されており、「ふりかえり」を行うことによって長期的に子どもたちの記憶の中に学

習効果が定着すると言われている。
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⑤「一緒に学ぼう！」飼い方相談事業（犬のしつけ方教室・犬猫のしつけ相談）  

【犬のしつけ方教室】 

犬猫の飼育者が、動物の習性・生理やしつけ方等を習得することにより、適正な飼育方法

の啓発を図り、他人に迷惑をかけず人と動物が共生できる快適な生活環境の確保を図る。ま

た、当センターのみで飼い方相談事業を実施するだけでは、すべての神戸市民のニーズに応

じることはできないため、その成果が広く市民に行き渡る仕組みづくりに取り組む。

座長 村田香織先生〔獣医師〕

もみの木動物病院（神戸市）副院長
／（株）イン・クローバー・代表取
締役／公益社団法人日本動物病院協
会（インストラクター養成講座委員
会アドバイザー／こいぬこねこの教
育アドバイザー養成講座メイン講
師）／VeterinaryMedical Network 
行動学コンサルタント／動物ボラン
ティアグループ・メイブリーズ代表
／カフェ「ここっと」代表

適正飼養アドバイザーの先生方

【適正飼養アドバイザー会議】 
令和3年度より有識者・経験者で「適正飼養アドバイザー会議」を設置し、共生セン

ターで開催するプログラムについて協議を行い、しつけ相談の対応についても適宜アド

バイスを行う。「適正飼養アドバイザー会議」の機能は以下のとおり。

①共生センターのしつけ方教室・しつけ相談のプログラム構成

②上記プログラム実施に向けてのアドバイス

③各区での教室・相談に対応できる体制づくり

④プラットフォームの研修体制の整備

※ ③ ④については、令和4年度より取り組む予定であったが、新型コロナウイルスの影響によ

り整備できなかったため、令和5年度に着手する。

近藤悦子先生〔獣医師〕

獣医師／「神戸いぬ・ねこ問
題行動診療」代表／獣医行動
診療科認定医／JAHA認定家
庭犬しつけインストラクター

中塚圭子先生

宮崎大学客員教授／環境人間学
博士／人とペットの共生環境研
究所所長／JAHA認定家庭犬し
つけインストラクター／人と犬
との共生教室「ドルチェカー
ネ・中塚」主催／JKC公認訓練
士

【今年度開催の教室】

①老犬との暮らし方教室 ②和犬教室
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各教室の参加人数と参加犬数は以下のとおりである。

開催日 教室名 講師 参加人数
（付き添い含む）

参加犬数

令和5年
5月6日
（土）

老犬との
暮らし方教室

JAHA認定家庭犬しつけインスト
ラクター
中塚圭子先生

10 7

12月9日
（土）

和犬教室

「神戸いぬ・ねこ問題行動診療」
代表／獣医行動診療科認定医／
JAHA認定家庭犬しつけインスト
ラクター
近藤悦子先生

5 2

合計 2回実施 15人 9頭

2つの教室の開催を通して、市民のニーズにいかに応えていくかという課題に直面
した。問題が解消しない飼い主や、継続して学ぶ意欲のある飼い主に対して、共生
センターで可能な支援を行うだけでなく、地域の動物病院や教室等につないでフォ
ローする体制の必要性を痛感した。
こうべ動物共生プラットフォームを構築することで、地域でのフォローを可能にし
ていきたい。

⑤「一緒に学ぼう！」飼い方相談事業（犬のしつけ方教室・犬猫のしつけ相談）  

【老犬との暮らし方教室】の様子

【和犬教室】の様子
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各教室のプログラム開始時に、動物管理センターより内容を踏襲した以下の資料を

配布し、共生センタースタッフより「飼い主の責務」について講義を行った（10分程

度）。

各教室の報告は、次ページ以降のとおりである。

⑤「一緒に学ぼう！」飼い方相談事業（犬のしつけ方教室・犬猫のしつけ相談）  
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「シニアペットと暮らすには自信をもって見守り、犬も人も仲間と楽しく過ごすこと
も大切です。仲間とは相談し合える利点があるので、仲間同士で愛犬を見守りましょ
う」と先生が飼い主さんたちに語りかけてくださった。今回は「食事」「歩行」「生
活」「介護」という分野に分け、食事の方法、生活におけるサポートの工夫、介護用の
犬具、寝床などについて詳しく取り上げていただいた。

⑤「一緒に学ぼう！」飼い方相談事業（犬のしつけ方教室・犬猫のしつけ相談）

【老犬との暮らし方教室】 

対象：老犬とその飼い主 参加費：無料 
希望者は犬を連れて参加で可能とし、老犬との暮らし方において悩みごとを共有
しつつ、老犬用グッズ・介護グッズ等を体験して、生活の中で工夫できることを
学ぶ。

開催日程：令和5年5月6日（土） 13:30～15:30     

開催場所：共生センター ふれあい室

講 師：JAHA認定家庭犬しつけインストラクター 中塚圭子先生

参加人数：飼い主10名（付き添い含む） 犬7頭
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「食事」については、誤嚥防止への対策について詳しく教えていただいた。手作り食
であれば繊維質が消化しきれなくなるため、ブレンダーなどで繊維質をよく断ち切って
から提供する。また、下痢をしていないか観察が必要である。

「歩行」については、犬のペースに合わせて外を歩き、肉球にいろいろな刺激を与え
ることも大切である。

「生活」全般については、排泄が自分で出来なくなってしまったときにはおむつを使
用するが、排泄後にお尻を洗うことで犬も気持ちよく過ごすことができる。



犬の肺は人間のように横に広がっている
のではなく、身体に沿って縦になってい
るため、横に寝かせると肺が潰れて苦し
くなるとのこと。身体の下にクッション
などをあてて少し斜めの姿勢にすると楽
に過ごせるという方法についても伝授し
ていただいた。

立ち上がりが困難になってきたと相談され
た飼い主さんに対しては、介護用犬具の使
い方のアドバイスと共に、その場で試用さ
せていただいた。犬具を上手に使用するこ
とで、大型犬でも立ち上がって歩くことが
可能になる。

≪参加者の感想より一部抜粋≫
・ケアの仕方等、とても参考になりました。知らなかったことたくさん教えていただ

きました。
・見送る日のことを考えてばかりではダメだと気付きました。
・久しぶりに喜ぶ姿、落ち着いている様子、立った様子などが見れて感動しました。

嬉しかったです。ありがとうございます。
・「いかないで」と泣くよりは「ありがとう」と見送るという言葉を胸に刻んで日々

一緒に過ごします。

これまでは、実際に介護に直面している飼い主の参加が多かったが、今年度は「将
来に備えたい」という希望があり、まだ若い犬の飼い主の参加もあった。散歩や食
事、排泄等飼い主がそれぞれ違った悩みを抱えており、その気持ちに寄り添いなが
ら一頭一頭のケースについて助言をいただいた。このような老犬に対してのプログ
ラムが少ないため、「回数を増やして欲しい」といった声がセンター開設当初より
聞かれ、次年度はようやく回数を増やして実施できることとなった。今後も移動が
困難な大型犬の飼い主の要望に応えられるよう、各地域での開催を目指したい。
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⑤「一緒に学ぼう！」飼い方相談事業（犬のしつけ方教室・犬猫のしつけ相談）

一頭一頭抱えている悩みや課題が異なる
が、ひとつひとつ丁寧に答えていただけ
ることで、悩みごとの解消にもつながっ
ている。



子犬が様々なことを経験・学習する「社会化期」と呼ばれる時期は、一般的に生後3週
齢から16週齢（4ヶ月齢）と言われている。「社会化期」は、家の中だけでなく外に出て
色々な人に出会ったり、散歩で他の犬とにおいを嗅ぎ合って挨拶したり、様々な刺激を
受けて社会性を身に付ける大切な時期である。今回参加した犬たちはちょうど同じ月齢
で誕生日も一日違いという2匹だった。

⑤「一緒に学ぼう！」飼い方相談事業（犬のしつけ方教室・犬猫のしつけ相談）

【和犬教室】 
対象：生後6ヶ月齢までの和犬（和犬系の雑種犬を含む）とその飼い主 参加費：無料

「自立心旺盛」「頑固」「警戒心が強い」という性格の特性を持った柴犬等の和

犬の特性について理解を深めながら、犬を飼うことの基礎知識だけでなく、日常

生活の中で必要な基本的なしつけ方、接し方等を学ぶ。

うまくおやつを使用しながら「人の手はおいしいものを与えてくれる」「人の手は怖く
ない」「人に会うといいことがある」と学習し、人に対する警戒心を無くしていく。

開催日程：令和5年12月9日（土） 10:30～12:30

開催場所：共生センター ふれあい室・センター前広場

講 師：獣医師／JAHA認定家庭犬しつけインストラクター 近藤悦子先生

参加人数：2家族（5名） 犬2頭
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外を散歩する練習。少し歩くと犬同士お互いに遊びに誘う行動も出てきた。興奮しすぎ
る手前で一旦休憩をさせるなど先生が見守りながらしばらくの間遊ばす。

屋外での散歩・遊び

犬のしつけにおいては、罰（体罰）を用いるのではなく、好ましい行動をほめてその
行動が増えるように導いたり、人にとって嫌な行動（甘噛み等）はそのような行動が出
た際無視する等して、その行動が減るように導くというやり方について詳しく説明して
いただいた。

他にもうまくご褒美を使用しながら、嫌がらずに首輪を装着する方法や、ブラッシン
グの仕方など教えていただき、普段の生活で上手に犬と付き合っていく術を学んだ。

≪参加者の感想より一部抜粋≫
・人間が思っている以上に犬がいやがっている場合があるため、行動を注視していか

ないといけないと知りました。

和犬らしい特性を持った犬が参加し、「社会化」の重要性の理解が深まったように
見受けられた。小さなことと見過ごしていても、それがゆくゆくは問題行動へと発
展していく可能性があるということも学ばれ、皆さん熱心に先生の話を聞きながら
実践されていた。
初めて犬を飼われた飼い主さんと先住犬が柴犬で2匹目も柴犬という飼い主さん、
2組のご家族が参加され、一緒に参加されたお子さんもそれぞれの犬への接し方を
学ぶことが出来た。引き続きフォローも行うこともお伝えした。

室内での講義
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⑥「お困りごと」犬猫飼育者支援事業（飼育に関する個別相談） 

【飼い主相談】 
犬猫等を飼育する前や飼育した後のしつけ・飼育等に関する飼い主等の各種相談に応

じることにより、飼い主のライフスタイルに合った動物との生活の提案や、飼育継続が

困難な状況等の相談への早期介入を行い、動物の終生飼養の支援や福祉部署との連携等

による問題解消を図る。

ひとりひとりの市民の課題に寄り添い、ひとつひとつの「市民の幸せ」を実現するこ

とで、「ずっと一緒に幸せに暮らせるあたたかな神戸市」を実現する。

◎飼い方相談・犬猫のしつけ相談 

犬のしつけや問題行動の解消に関する専門家が、電話や来所による面接により相談を

受け付けアドバイスを行う。愛玩動物飼養管理士である専任職員が対応する。

相談内容により、市による対応が必要であると判断された事案について、市に対し情

報提供を行う。

●電話、メールによる相談

●来所による相談（事前予約制）

市民相談室にて詳しく聞き取りを行った後、必要に応じて屋
外での指導・助言等を行う。一頭一頭に合わせたきめ細かい
対応を行っている。

開所時間内は随時対応した。犬猫等の健康に関する相談については、毎月第一水曜日
の獣医師による健康相談（電話）を案内。しつけや問題行動の解消に関する相談につい
ては、毎月第一金曜日の獣医師による問題行動相談（電話）や、来所による相談につい
ても案内。

また、飼育継続困難となった等の引き取り希望の相談については、神戸市の指示によ
り生活衛生ダイヤルを案内している。

愛玩動物飼養管理士である専任職員だけでなく、相談内容により訓練士、イン
ストラクター等の有資格者が相談者に助言・指導を行う体制を整えた。本橋孝志
訓練士に依頼し、相談日時は月に2回×3組/1回、1組45分とし、事前予約制でマ
ンツーマンで対応した。
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令和5年4月～令和6年3月までの来所による相談件数

年／月 相談実施日 相談件数 参加人数 参加頭数

令和5年4月
８日（土）／15日（日）／
28日（金）

3 8 3

  5月 3日（水・祝）／28日（日） 4 10 4

  6月 26日（月） １ ２ １

7月 23日（日） 2 3 2

8月 12日（土） ２ 4 2

  9月 6日（水） 1 2 1

 10月 4日（水）／28日（土） 5 10 5

11月 12日（日） 1 2 1

12月 13日（水） 2 3 2

令和6年1月 7日（日）／22日（月） 3 7 3

  2月 14日（水）／24日（土） 4 8 5

  3月 10日（日）／21日（木） 3 7 3

合 計 19日実施 31件 66人 32頭

電話による健康相談・問題行動相談の対応について

相談電話専用ダイヤルにて市民からの相談を無料で受け付けた。健康相談、問題行動

相談共に、神戸市の事業として公益社団法人神戸市獣医師会所属の獣医師が市民相談室

にて電話による相談に対応した。令和4年度からは水曜日の健康相談が第一水曜日のみと

なっている。

相談専用ダイヤル：078-747-3063（直通）

◎健康相談：毎月第一水曜日 13:00～16:00

◎問題行動相談：毎月第一金曜日 13:00～16:00

当法人職員は、当番の獣医師に相談ファイル一式の受け渡し、獣医師が離席中の電話

対応等を行った。また、問題行動相談については、電話だけで問題が解消できない場合

について獣医師の判断で飼い主に来所してもらい相談を受け付けるケースがあり、その

場合の予約管理のサポートも行った。

⑥「お困りごと」犬猫飼育者支援事業（飼育に関する個別相談） 
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【子犬のしつけ方相談会】 

先生から、概ね4ヶ月くらいまでの子犬はと
ても頭が柔軟で、この時期、は様々な刺激に
慣れることで多くのことを学んでいく「社会
化期」とも言い、親犬や兄弟犬との関わりの
中で犬のルールも学び、人間と触れ合うこと
で人に対しての社会性も身に着けていくと教
えていただく。

対象：生後4ヶ月齢までの子犬とその飼い主 参加費：無料

成長して問題が起こってから対処するのではなく、社会化期に様々な経験を積む

ことで問題行動を予防し、人間社会で楽しく幸せに暮らせるようにする。

引っ張りっこの遊びに使うロープ、人との社
会化に使うおやつを入れるケース、普段のト
レーニングに使うご褒美をいれておく小さな
ケース。ロープは子犬が遊びの中でルールを
学ぶだけでなく、噛みたいという要求を満た
すことで「甘噛みへの対応」にも活用できる。 
社会化に使うおやつは、外で初めて出会う人
から与えてもらうことで、「おいしいものを
与えてくれる人」「人の手はこわくない」と
子犬が学習できるツールとなる。

開催日時：令和5年12月17日（日）14:00～16:00

開催場所：共生センター ふれあい室

講 師：獣医師／JAHA認定家庭犬しつけインストラクター 村田香織先生

参加人数：受講者2家族 犬2頭

⑥「お困りごと」犬猫飼育者支援事業（飼育に関する個別相談） 

今年度は、参加しやすいよう休日に開催した。今回は2匹とも、甘噛みに困ってい
るという相談内容だったため、先生からはそもそも犬にとって「噛む」ということ
はどういったことかということや、「嚙ませない」ためにはどのような対処をして
いけばよいかということを、細かく教えていただいた。今後のフォローについても
可能な限り対応させていただくこともお伝えした。 68

握った手の中におやつを入れ、犬が夢中に
なっている間に、抱っこをしたり、犬の身
体のいろいろな所に触れ、触られることに
慣れさせる。

≪参加者の声より一部抜粋
・噛まれないようにすることが大切だということをしりました。



⑥「お困りごと」犬猫飼育者支援事業（飼育に関する個別相談） 
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令和5年4月来所による相談の対応事例



⑥「お困りごと」犬猫飼育者支援事業（飼育に関する個別相談） 
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令和5年5月来所による相談の対応事例



⑥「お困りごと」犬猫飼育者支援事業（飼育に関する個別相談） 
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令和5年6月来所による相談の対応事例



⑥「お困りごと」犬猫飼育者支援事業（飼育に関する個別相談） 
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令和5年7月来所による相談の対応事例



⑥「お困りごと」犬猫飼育者支援事業（飼育に関する個別相談） 
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令和5年8月来所による相談の対応事例

令和5年9月来所による相談の対応事例



⑥「お困りごと」犬猫飼育者支援事業（飼育に関する個別相談） 
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令和5年10月来所による相談の対応事例



⑥「お困りごと」犬猫飼育者支援事業（飼育に関する個別相談） 
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令和5年11月来所による相談の対応事例



⑥「お困りごと」犬猫飼育者支援事業（飼育に関する個別相談） 
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令和5年12月来所による相談の対応事例



⑥「お困りごと」犬猫飼育者支援事業（飼育に関する個別相談） 
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令和6年1月来所による相談の対応事例



⑥「お困りごと」犬猫飼育者支援事業（飼育に関する個別相談） 
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令和6年2月来所による相談の対応事例



⑥「お困りごと」犬猫飼育者支援事業（飼育に関する個別相談） 
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「咬む」という行動の中には、しつけでは対処できない、場合によっては投薬を
検討した方が良いケースもあった。そのような場合は、専門的なアドバイスと処
方ができる動物病院につなぐ必要があるため、問題行動診療のできる獣医師のサ
ポートを得て相談業務を行ったが、そのような件数が多くなると来所による無料
相談だけでは対応が困難となる。
電話でのフォローアップも行ったところ、電話がつながらない家庭以外は問題行
動の解決に向けて各家庭で頑張っておられる様子が伺えた。今後、継続したアド
バイスが必要なケースに備え、自分の地域でも相談できるプラットフォームのよ
うな仕組み作りを進めていきたい。

⑥「お困りごと」犬猫飼育者支援事業（飼育に関する個別相談） 
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令和6年3月来所による相談の対応事例



⑦「参加してみよう！」飼い方相談事業  

【お散歩診断】 
散歩が苦手、落ち着ついて歩けない等、日常の散歩で困っている飼い主対象に専門家

から困りごとへの適切なアドバイスをもらいながら、犬も人も安全で楽しく散策する。
雨天時は、飼い主のみの参加で座学の講習を実施。

開催日程：第3木曜日  13:00～14:30

開催場所：共生センター・しあわせの村内いやしの小径等

講 師：JAHA認定家庭犬しつけインストラクター 渡辺ひろこ先生

開 催 日 参加人数 参加犬

第1回 令和5年4月20日（木） 8 4

第2回   5月11日（土） 3 2

第3回 座学  6月  8日（木） 5 0

第4回 10月12日（木） 11 8

第5回   11月9日（木） 8 5

第6回 座学 12月14日（木） 7 0

第7回 令和6年3月14日（木） 11 10

合 計 53人 29頭

お散歩前の安全確認

首輪が緩すぎないか、散歩時のリードの
長さ等の確認を行ってから散歩へ。「距
離を取って離れて歩く」等毎回テーマを
設けて安全に楽しく散歩ができるよう配
慮してもらっている。歩調も全体のペー
スを見ながら調整していただいている。

81
休憩タイムのゲームもトレーニングの一環として行われている。



「犬のボディランゲージ」の理解を深めることで、更に飼い主と犬のコミュニケーショ
ンがスムーズに図れるようになることを目的に単独で座学講座を開催。犬が発するサイ
ンを読み取ることで散歩時だけではなく、日常生活においても、意思の疎通を図ること
ができ、飼い主と犬との絆が深まる。

座学【犬のボディランゲージを学ぶ】

⑦「参加してみよう！」飼い方相談事業  

82

≪参加者の感想より一部抜粋≫

・とても参考になった。今日から早速実践したい。

・リードの持ち方、体の位置などの指導がとても参考になった。

  ・犬同士の距離の注意、飼い主として犬を全力で守る、周囲の様子に気を配るなど

普通の教室とは違う環境、初めて会う犬たちと受講できてとても良かった。

（座学）

・犬が居なかったのでじっくりと受けることができ、よく内容を理解できた。

・犬のボディランゲージを知って、是非愛犬を見てみようと思う。

・早くお散歩に行きたくなった。

・先生に各自の質問にコメントいただけてとても嬉しかった。

今年度は、通常の「お散歩診断」に加えて、「座学（犬のボディランゲージを知ろ
う）」も新たに開催した。
「お散歩診断」では、しあわせの村内を散歩しながらその都度先生のアドバイスを
いただいた。途中の休憩時間には全員でゲームをするなど、飼い主と犬が楽しみな
がらしつけを学ぶことが出来た。
また、「座学」では、犬からのボディランゲージをより細かく知ることで、犬の問
題行動を減らすことに繋がり、飼い主と犬との信頼関係を構築することで、より犬
との生活が楽しいものとなると感じることができた。参加された飼い主の皆さんも、
今までわからなかった犬の気持ちを知ることが出来たと喜ばれていた。



【楽しくしつけを学ぼう～
ドッグスポーツにチャレンジ！】 

犬と共に楽しむ活動のひとつであり、基本のしつけをベースに様々な動きを組み合わ

せて犬と一緒にダンスにチャレンジしてもらう。楽しみ方を専門家の先生が丁寧にアド

バイスをもらいながら、しつけができていないと感じる飼い主も愛犬と楽しい時間を共

有することができるプログラムである。今年度は主に「ふれあい室」で実施。

開 催 日 参加人数 参加犬

第1回 令和5年5月19日（金） 10 7

第2回   6月16日（金） 12 7

第3回 10月20日（金） 8 7

第4回 11月17日（金） 7 6

合 計 37人 27頭

開催日程：第3金曜日  10:30～12:00

開催場所：ローンボールズ場・共生センターふれあい室

講 師：JAHA認定家庭犬しつけインストラクター 高山美佐先生

⑦「参加してみよう！」飼い方相談事業  
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お互いの距離に気をつけながら、ダンスの
基本の動きを覚え、様々な動きに発展させ
ていく。

犬は飼い主の顔を見てアイコンタクトを取
りながら、課題に取り組む。一緒にできる
ことが増えてくると、しつけを通して共に
楽しい時間を過ごせることが実感でき、飼
い主のモチベーションも上がっていく。



このプログラムで取り入れているドッグダンスは、ケーナイン（K9）フリースタ
イルと呼ばれ、ドッグスポーツの一種。犬と飼い主がコミュニケーションをとりな
がら、音楽に合わせて多彩な動きを行う。共生センターでは基本の動きを教えてい
ただきながら、短い音楽に合わせて一緒にダンスを行う。普段、音楽に合わせて動
くことが無いという飼い主にとっては、犬への指示と同時に音楽に合わせるという
ことが最初は難しいが、プログラムが終わる頃には音楽に合わせてダンスを行うこ
とが出来るようになることで、達成感を味わうことができる。基本的なしつけを学
びながら愛犬との絆を深めていくことができ、これまで経験したことのない新しい
ことにもチャレンジできる場があることを引き続き発信していきたい。

音楽に合わせて踊るといっても、いきなりどの飼い主も愛犬と一緒に踊れないため、基
本のしつけの「オスワリ」「マテ」「オイデ」などが土台となり、様々な動きを組み合
わせてダンスへとつなげていく。

≪参加者の感想より一部抜粋≫
・身体を動かせて、他の犬とも交流できて良かったです。
・犬と共に目標達成したとき、どても嬉しかったです。
・最初は気が他の方に向いているので、どうなるかと心配したが，最後の方はちゃん

と参加できてよかった。
・犬だけでなく、私の頭のトレーニングになりました。リードを離すのはNGとのこ

とですが、動きによってはリードが足にからんでやりにくかった。
・新しい環境で、新しい経験が出来てよかったです。

⑦「参加してみよう！」飼い方相談事業  
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飼い主は動きを覚えて音楽に合わせるこ
とに必死だが、犬の方が余裕で動きを覚
えている。先生から「最高！」と褒めて
もらう。

一つの動きを覚えたら，また新しい動き
を覚える。それを組み合わせていくこと
で、動きも複雑になってくるが、徐々に
ダンスへと近付いてくる。



⑦「参加してみよう！」身体障害者補助犬の普及啓発事業

【教えて！介助犬】 
身体障害者補助犬法に基づく身体障害者補助犬（盲導犬、介助犬、聴導犬）に対する 

社会的理解を進める。 基本的な取り組みの方針として、障害のある人もない人も、共に

幸せに暮らすことができる「誰も取り残さない」社会の実現を目指しつつ事業運営の応

援を行い、身体障害者補助犬の普及啓発に貢献する。

介助犬は補助犬の中ににはいりま
すが認知度は低い介助犬は介助犬
は補助犬の中にはいりますが認知
度は低い介助犬は補助犬の中には
いりますがこのの認は低い

補助犬の中にはいります度は

介助犬と書かれたマントを着たらお仕事中
とわかるようになっている。「これを着て
いるときはお仕事中なので話しかけたり触
れたりしないようにしてください」と説明
がある。

介助犬は身体障害者補助犬の中でもまだ
まだ認知度は低い。

開催日程：土・日・月曜日  14:00～15:00

開催場所：共生センターふれあい室

協 力：認定特定非営利活動法人兵庫介助犬協会

開 催 日 参加人数

第1回     令和5年 4月23日（日） 19

第2回        5月27日（土） 5

第3回        6月  5日（月） 16

第4回        11月5日（月） 18

第5回     令和6年 2月17日（土）   4

第6回        3月20日（祝・水） 16

合 計 78人
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身体障害者補助犬の種類、それぞれの補助犬が果たす役割なども丁寧に解説してい
ただき、参加された方からは補助犬に対しての理解が深まったと感想があった。今
年度は日曜日など休日に開催するなど参加者も参加しやすい日を設定することで、
家族連れなど、子どもさんも一緒に参加されることが多かった。
介助犬への認知度はまだまだ十分とは言い切れない。このプログラムを通して少し
でも多くの方に介助犬・補助犬について知ってもらうことが出来るよう、来年度も
引き続き介助犬プログラムを開催する。

身体障害者補助犬（盲導犬、聴導犬、介
助犬）についての説明。

訓練は厳しいのではという質問が多いが、
「ルールのある遊びが基本」と説明して
いただいた上で、普段の訓練の様子を再
現。

障害者が靴を履いて脱ぐこと一つ取って
も大変時間がかかる。この介助があるこ
とにより外出にも意欲的となる。

⑦「参加してみよう！」身体障害者補助犬の普及啓発事業

≪参加者の感想より一部抜粋≫
・初めて介助犬を近くで拝見しました。
・人がたくさんいても、ぐっすり寝ている姿にびっくりした。
・介助犬・盲導犬の区別もよくわからなかったが、介助犬というものがよくわかった。
・こんな犬がいるんだなあと思った。
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プログラム終了後は、参加者の方との触
れあいの時間を設けている。



⑦「参加してみよう！」防災関連

【「ペットとの災害避難マップ」を作ってみよう！】 
神戸市が令和5年8月にペットの飼い主の日頃の心魔替えや避難所でのペットの受け入

れルール等を「災害時のペットとの避難ガイドライン」としてまとめた。このガイドラ

イン等を使って住んでいる地域を回り、災害が起こりやすい場所はどこか、災害が起

こったときにペットと避難所までどのようにして避難すれば良いか、避難するときに危

険な場所はないか等についてまとめた「ペットとの災害避難マップ」を作り、神戸市主

催の展示会への応募してもらう。

同時に、一般社団法人日本損害保険協会等が主催する「小学生のぼうさい探検隊マッ

プコンクール」への応募を呼びかける。「ペットとの災害避難マップ」作成を通して、

子どもが楽しみながら防災意識を高めつつ、同行避難の重要性について理解する。

介助犬は補助犬の中ににはいりま
すが認知度は低い介助犬は介助犬
は補助犬の中にはいりますが認知
度は低い介助犬は補助犬の中には
いりますがこのの認は低い

補助犬の中にはいります度は
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ぼうさい探検隊とは？

子どもたちが楽しみながらまちにある防災・防犯・交通安全に関する施設や設備を見
て回り、マップにまとめる実践的な安全教育で、探検の結果をマップにまとめ、マップ
を発表する場として、一般社団法人日本損害保険協会等主催の「小学生のぼうさい探検
隊マップコンクール」が開催されている。

1995年1月に発生した阪神・淡路大震災をきっかけに、防災教育や地域防災の重要性

が明らかになったことから、一般社団法人日本損害保険協会では、楽しみながら学ぶこ

とで、身近な危険について小学生が自分たちの力で気づき考えてもらうことや、地域の

人たちとの交流が深まり、地域への関心や愛着を持ってもらうことを目的とし、「ぼう

さい探検隊」の活動を開始された。



⑦「参加してみよう！」防災関連
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令和5年度は、「ペットとの災害避難マップ」の作り方と併せて神戸市の展示会への応募、
「小学生のぼうさい探検隊マップコンクール」への応募について説明会を2回実施した。
［協力］あいおいニッセイ同和損害保険株式会社

こども本の森 神戸

開催日時：令和5年9月18日（月・祝）14:00～16:00

開催場所：こども本の森 神戸

参加人数：子ども4名 保護者5名 計9名

開催日時：令和5年9月24日（日）14:00～16:00

開催場所：共生センター ふれあい室

参加人数：子ども3名 保護者2名 計5名

「こども本の森 神戸」は建築家・安藤忠雄さんの寄附で誕生し、こどもたちが命の大切さ
を学び、豊かな感性と創造力を育む場を創ることを目的に開館した図書館で、阪神・淡路大
震災の慰霊と復興のモニュメントが設置されている神戸市の東遊園地に設置されている。今
回は１回目の説明会の会場としてご協力いただいた。

2017年に市民の安全・安心等4分野で神戸市と包括連携協定を締結され、神戸市人と猫と
の共生に関する条例に基づき設置されている「神戸市人と猫との共生推進協議会」の一員と
して、日頃から人と猫が共生する社会の実現のために協力いただいているあいおいニッセイ
同和損害保険株式会社様には、説明会において、マップ作成を進めるにあたっての安全確保
やケガに対する補償（保険の見直し）、「ぼうさい探検隊マップコンクール」への応募の仕
方の説明等にご協力いただいた。

当日は読売新聞社が取材のため来訪され、翌日の朝刊に掲載された。

あいおいニッセイ同和損害保険株式会社
神戸支店 支店スタッフ 担当次長 和田様
「普段歩いている街には、気づいてい
ない危険な場所があるかもしれません。
自分の街ではどんな危険が想定される
か、保護者の皆様もお子さんと一緒に
探検してください」

神戸市健康局環境衛生課 今田係長
「大雨のときに増水するような川が近
くにないか、地震で倒壊するような塀
がないかなど、ご家族で一緒に危険な
場所がないかを確認しながら、安全な
避難ルートを探してみてください」



⑦「参加してみよう！」防災関連
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神戸市の「ペットとの災害避難マップ」展示会へ2点の応募があり、表彰式は防災わん

にゃんフェスタの中で執り行った。

［協力］あいおいニッセイ同和損害保険株式会社

「しのたま探検隊」様には、あいおいニッセイ同和損害保険株式会社神戸支店様より
「あいおいニッセイ同和損保賞」が、「maedaキッズ」様には、神戸市より「こうべ動物
共生センター長賞」が贈られた。

同時に「第20回小学生のぼうさい探検隊マップコンクール」にも応募されたところ、全
国の小学校や子ども会など658団体から8,904人が参加されたこのコンクールで、1,708の応
募作品の中から、「しのたま探検隊」様、「maedaキッズ」様が共に、佳作に選ばれた。

開催日時：令和6年1月21日（日）13:00～13:30

開催場所：こうべ動物共生センター ふれあい室

参加人数：子ども4名 保護者2名 計6名

ペットとの災害避難マップ2023年度公募作品
（左）maedaキッズ様
（右）しのたま探検隊様

「災害時のペットとの避難ガイドライン」公開から説明会まで広報に時間的余裕が
なかったため応募数は少なかったが、「ペットとの同行避難」の視点が他になく、
全国規模のコンクールで入賞の実績ができた。令和6年度は余裕を持って告知を行
い、説明会だけでなく作成会も実施し、より多くの市民に参加してもらえるよう努
める。



⑧受託者企画事業の展開  

【セラピー研究フィールド】（P.24～36参照） 

SDGsのゴールに貢献する「しあわせの村」将来像を共有し、「動物の愛護及び管

理に関する施策を総合的に推進するための基本的な指針」に求められる取り組みの推

進に向け、「国内外の動物との共生に係るあらゆるステークホルダーが、神戸市のあ

たたかな共生社会構築に尽力できる」「こうべ動物共生センターで質の高い成果を上

げ、その成果が広く神戸市民に行き渡り、情報発信される」仕組み創りを提案。以下

の4つの事業を行い、先進的なセンター事業推進環境を整備し、PDCAサイクル（計

画→実施→評価→改善）による高品質な「こうべ動物共生センター」運営を目指す。

・国内外の研究者の参画による「試み・開発の場」としてだけではなく、学生や企業等

による「人材育成の場」として研究フィールドを構築してきた。

・しあわせの村における新たな取り組みの中で課題となっている「パラ・スポーツの振

興」「認知症予防」「あらゆる子どもの成長支援」「アニマルセラピー」の全てにAAI

（動物介在介入）が関わることができ、また、その研究手法については、様々なセラ

ピーにも活用できるものであることから、将来的には「しあわせの村」と連携して、

しあわせの村全体での「セラピー研究フィールド」として整備を進める。

・セラピー研究フィールドアドバイザーの先生方については、P.24に記載。
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◎令和5年度の取り組み

・アニマルセラピーの一環として「わんちゃん読書会（R.E.A.D.プログラム）」を実施

した。プログラム、研究内容等の詳細については、「アニマルセラピー」動物ふれあ

い事業の章（P.25～33）に記載。

・本事業においては、株式会社シーエーシー様のご協力により、犬に読み聞かせを行っ

た子どもの動画撮影データについて、表情認識のAIを活用して分析を行った。

令和5年度に収集したデータを基に、人と動物の相互の影響を科学的に明らかにし、
ウェブサイト等での情報発信を通して、市民に研究の成果を伝えていく。
人に対する研究は令和5年度で終了するが、犬に対する研究は、さらに研究精度を
上げるために引き続きデータの収集を行っていく。

令和5年度はマウスシールドを着けずに実施し、読み聞かせの様子を撮影して、音声の録音を行う。



【こうべ動物共生プラットフォームの構築】 

「ずっと一緒に幸せに暮らせるあたたかな神戸」を実現する、神戸市の「幸せな動物

との共生」を支えるプラットフォームを構築する。

市民はサービスの受け手でもあり、送り手でもある。主体的に市民が関わることがで

き、神戸の市民力を向上させられるような仕組み創りを目指す。

神戸市民に向けて「質の高い動物と共生する暮らし」を実現していくには、動物取扱

業登録事業者、関連事業事業者、関連団体、ボランティア等の連携とスキルアップが肝

要である。動物との共生に直接関わる者だけでなく、賛同する企業・団体・個人の参加

も促し、神戸市の「市民を幸せにする動物共生チーム」を構築する。

また、神戸市以外の参加も促し、多様なサポーターを集積させていく。研修・情報提

供も積極的に行い、神戸市の動物との幸せな共生を支える「人材育成の場」としても活

用する。

◎令和5年度の取り組み

動物取扱業登録事業者の方々を中心に関連する方々に呼びかけ、プラットフォーム構

築の合意を得るまでを目指したが、令和6年度以降に持ち越しとなった。神戸市の意向に

より、現在は他の事業を優先して実施しているが、共生センターだけでは解決できない

市民からの相談事例（高齢者が終生飼養できない等）も増えてきており、環境衛生課と

協議をしながら将来的に支援できる仕組みを整えていきたい。

⑧受託者企画事業の展開  

将来的な展望
P.4の事業概念図で示したとおり、将来的

にはプラットフォームに係る情報を市民

に提供しつつ、新たなビジネス活性の機

会を創出することも検討する。
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【市民へのセンター成果のフィードバック及び課題収集】 

①専用ウェブサイトの更新・保守 （P.13～18「センターの管理・運営業務」に記載）

②出没・こうべ動物共生センター（出前型事業）

防災と関連付けて防災イベント等とのコラボレーションにより、各区で年に1回、「し

つけ方教室」「飼育相談」「身体障害者補助犬の普及啓発」等を実施する。

共生センターの業務を市民に知っていただく機会を設け、区毎の課題情報も収集する。

各地域の動物取扱業登録業者を中心に、プラットフォームのメンバー候補にも広く参加

いただく。

この事業を通じ、各地域で「神戸市の幸せな動物との共生」に関心の高い市民を発掘

し、各地域での密な連携が自律的に実現していけるような事業を行っていく。様々な課

題解決にコミュニティーの力が再評価されており、このような事業を通じて市民力の向

上とコミュニティー再構築にも寄与する。

◎令和5年度の取り組み

令和5年度は各地域で開催されるイベントに出展する形で、「きたきたまつり」や「し

あわせの村まつり～村の小さな夏まつり」において事業のチラシを配布したりパネル展

示をする等PRを行った。

⑧受託者企画事業の展開  
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【こうべ動物共生情報の提供・収集】 

《こうべ動物共生プラットフォーム》と市民を有機的に「“つなぐ”場」「市民交流の

場」を創出する。専用ウェブサイト上に、《こうべ動物共生プラットフォーム情報提供

コーナー》を設ける。

《こうべ動物共生プラットフォーム》に係る情報を市民に提供し、交流の場を構築す

ると共に、事業者にビジネス活性の機会を提供する。

◎令和5年度の取り組み

《こうべ動物共生プラットフォーム》の構築の準備を進める計画であったが、予算化

が難しく、専用ウェブサイト上に情報提供コーナーを設けることも次年度以降に持ち越

しとなった。

《「こうべ動物共生プラットフォーム情報提供コーナー」での提供情報》

市民は、ワンストップで、自分の近くにある共生支援情報を手に入れることができる。

１．「ずっと一緒に幸せに暮らせるあたたかな神戸市」 ペットとの暮らしを支える

獣医療／ペットショップ／トリミングサロン／しつけ方教室／ドッグカフェ／ペッ

トと入居可能な住宅や施設／ペットと泊まれる宿泊施設／保険／信託など

２．「動物でつながる社会の豊かさ」

イベント情報／動物に係る教育実施情報／その他情報交流

３．防災情報

ペットが入れる避難所／ペット用品を配布している拠点など

令和5年8月に神戸市が「災害時のペットとの避難ガイドライン」を作成、公開し
たことにより、同行避難について市民に啓発する機会が増えた。ペットと一緒に避
難できる避難所等の防災情報から専用ウェブサイトに掲載する等、可能な情報提供
について検討していきたい。

⑧受託者企画事業の展開  
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「災害時のペットとの避難ガイドライン」は

神戸市ホームページでダウンロード可能であ

るが、冊子にしたものを共生センター窓口で

必要とする市民に配布している。



【専用ウェブサイト】（P.13～17参照）

こうべ動物共生センターのコンセプトや事業内容について情報発信を行うと共に、各

事業の参加者募集案内や事業実施レポートを随時更新し、こうべ動物共生センターおよ

び事業のPRを行った。資料・報告を専用ウェブサイト上で提供することで、来所できな

い市民への利便を図っている。しつけ方教室や飼養相談およびその対策等については事

例として紹介して市民に情報を提供している。こうべ動物共生センターで実施している

事業の成果を活用し、市民の様々な課題に対し、解決・相談の場が整備されていること

を報せている。専用ウェブサイトは日本語だけでなく、英語、ドイツ語、中国語などに

も対応し、国内外への情報発信も行った。このように、専用ウェブサイトは、市民がこ

うべ動物共生センターの事業に参加するなどして関わる「市民とのコミュニケーション

の場」として、「国内外への広報」として、重要な役割を担っている。

⑨センター広報

トップページに配置のスライド式バナーは、各事業の様子がダイレクトに伝わる写真

を活用し、各事業の紹介ページにリンクを貼り、バナー画像は定期的に更新している。

リンク先からさらに参加申込フォームへとリンクさせており、申込フォームから直接参

加申込ができる。ウェブサイトからの申込受付は、開館時間外でも市民が各種プログラ

ムに参加申込を行うことを可能にしている。
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プログラムレポートと近日開催のプログラム
の最新情報はトップページで確認することが
できる。

「IAHAIOについて」のページで
は IAHAIO の 紹 介 だけ で な く、
IAHAIO白書に基づいて事業を実
施 し て い る 旨 を 情 報 発 信 し 、
IAHAIO白書をダウンロードでき
るようにしている。

専用ウェブサイトを見てプログラムの見学依頼をい

ただくこともあるため、参加者募集の告知や実施報告

は丁寧に正確に発信できるように心がけている。特に

実施報告は、来所・受講できない市民に対しても、成

果をフィードバックするという点で重要である。



◎こうべ動物共生センター 公式Instagram

こうべ動物共生センターの公式Instagramは、投稿を含め環境衛生課で管理していただ

いている。ホームページのトップページのバナーから共生センターのインスタグラムに

とべるようになっていて、インスタグラムの更新については環衛生課で行い、譲渡動物

の情報以外に共生センターのプログラムについてもアップしてもらうなどしている。

◎しあわせの村ウェブサイト・SNS

しあわせの村（公益社団法人こうべ市民福祉振興協会）のウェブサイトやSNSで事業

等の紹介をしていただいている。特にウェブサイトのイベント情報から、共生センター

の事業を知り、参加申込をされる方も増えてきている。

⑨センター広報

しあわせの村ウェブサイトから、共生センターのウェブサイトにアクセス出来ること

で、申し込み可能となっている。
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新聞、テレビ等の取材依頼に応じた。

【メディア実績】 

◎新聞

【令和5年度 （取材日）】

 ・ 1月31日 共同通信社（こうべ動物共生センターの見学他）  

 ・ 3月7日   神戸新聞（高齢者のペット飼育熟慮を）

 ・ 3月20日 共同通信社（教えて！介助犬取材）

⑨センター広報

◎テレビ・ラジオ

事前に取材・収録を行い、下記のとおり放送された。（令和6年3月31日現在で視

聴可能であったものはURLを併記している）

【令和5年度 （収録日）】

・9月24日 サンテレビ キャッチプラス（9月28日放送）

「ラピちゃんのセンター長交代式 」

https://www.youtube.com/watch?v=7DsHG2ZGpJw

・1月21日 サンテレビ ニュースSUNデー（1月21日放送）

「ペットの防災対策 」

https://www.sun-tv.co.jp/suntvnews/news/2024/01/21/75197/

 NHK総合 ニュース・気象情報（関西）（1月21日放送）

令和5年9月24日 サンテレビ 令和6年1月21日 サンテレビ・NHK
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https://www.youtube.com/watch?v=7DsHG2ZGpJw
https://www.sun-tv.co.jp/suntvnews/news/2024/01/21/75197/


⑨センター広報

こうべ動物共生センターを広く知っていただくため、リーフレット類や共生センター

グッズ、事業のチラシ等を制作し、配布した。

◎紹介カード・リーフレット

共生センターオープン前に名刺サイズの共生センター紹介カードと、A5サイズのリー

フレットを作成し、来所者、プログラム参加者に配布した。また、共生センターだけで

なく、動物管理センターや市役所等でも配布している。A5サイズのリーフレットについ

ては、在庫が25部となっているため、情報を刷新し新たに増版するかどうかは検討課題

となっている。出前型事業においても、「どんな施設か」と問われることが多く、説明

に活用する媒体としての必要性が高い。

【制作物】 

◎クリアファイル

犬と猫のキャラクタークリアファイルは、プログラムに参加する子どもたちや、見

学・視察に来られた方へ共生センター資料の配布等に使用したが、令和5年11月で配布を

終えた。

共生センターオープン前に、事業を紹介する

写真などで構成できていないため作成したも

の。より多くの市民に配布することで、共生

センターのPRが可能となり、来場者数の増加

につながると思われる。
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【事業チラシ】 

◎令和5年度作成実績

事業（プログラム）の案内・参加者募集のため、アニマルセラピー 動物ふれあい事業、

子どもを対象とした動物共生教育事業のチラシを作成し、専用ウェブサイトに掲載した。

また、しあわせの村の本館、温泉健康センターにもチラシの設置をお願いした。

・わんちゃん読書会（R.E.A.D.プログラム）

・獣医師体験プログラム

・教えて！介助犬

・いきものといっしょ

・「いのちの教育」プログラム

・VRで体験！犬猫とのくらし

共生センターでのプログラムの参加者の方々に、他のプログラムのPRをさせていただ

くと共にチラシを配布した。

  月  日 日   同日に 回開催／ 月  日 日   同日に 回開催    年

 月  日 金 ／ 月 日 月 ／ 月  日 木 ／ 月 日 日   同日に 回開催

  月  日 土 ／  月  日 木･祝 ／    月  日 日 ／ 月  日 日     年

ほか

  

⑨センター広報
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